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ハバロフスク地方および沿海地方における
　　　　　　　機械工業企業の動態分析＊

村　上 隆

はじめに

　ロシア極菓地域はウラル山脈以西のヨーロッパ部の工業中心地から遠く離れており、ウ

ラジオストクからモスクワまでのシベリア幹線鉄道の距離は9，3021《mにも及ぶ（1）。その

面積は622万km2と日本の約16倍にも相当するほど広いが、人口は1995年初現在わずか

763万入に過ぎない。しかも最近ではこの地域からの人口流出が目立っている。極東地域は

ほとんどを永久凍土に覆われ、インフラストラクチャーも未整備で概して生活環境が悪く、

この地域は伝統的に人口の定着率が低かった。現在、人口流出を加速化させている背後に

は生活の困窮がある。ソ連売代に政府からの補助金を受けていたこの地域、とりわけ北方

地域は、市場経済への移行過程で中央からの優遇措鐙をほとんど失い、地域の産業も不振

を極めたことから住民は生活基盤を失ってしまったのである。

　極東地域は産業発展の初期の頃から植民地的性格をもっており、金やダイヤモンドの非

鉄金属資源、森林資源および漁業資源の中央への供給源であった。このような採取魔業の

修理基地として機械工業（機械製作・金属加工業、以下機械工業と称す）が興され、また

軍事的目的で極東地域に軍産複合体が集積されていったのである。現在、ロシア極東の機

械二L業は極めて困難な経営状態に陥っている。1991～1994年間の極東地域の機械工業部門

の生産量減少1隔は、ロシア平均よりも大きく、またロシア極東地域の他の主要産業部門の

減少編よりもはるかに大きなものであった。このような極東地域の機械工業の不振の原因

は、この地域における幾つかの特殊な事i青に起因している。その第一は機械工業創設が自

然発生的に生まれたものではなく、主として辺境地区での軍事的目的のために創設された

ことである。したがって、第二は機械工業に占める軍需生産の割合が高いことである。軍

需費の大幅肖弓減は頼みの国家発注を激減させ、極東の機械工業は壊滅的な打撃を受けた。

第三はソ連の時代に地元の経済構造や需要を無視して、国家計画委員会（ゴスプラン）が

中央集権的手法で生産力の配置を決めていったことである。したがって、極東の機械工業

企業で必要とする原材料は域外から移入され、一方、域内需要に合致しない最終製品の多

くが域外に移繊されてきた。第四は輸送費・燃料費・人件費等生産コストの上昇である。

原・燃料や最終製品の長距離輸送を必要とする伝統的な需給関係の下では、鉄道料金の急

上昇は極東の工業企業に大きな打撃を与えた。寒冷地でのエネルギー消費も大きく、僻地

での人件費も高い。

　本稿の目的は、ハバロフスク地方および沿海地方に集積している極東の機械工業が、市

場経済への移行のプロセスでどのような問題を内包しているのかを、約20企業に対して

行ったアンケート調査を検討材料として分析し、将来の極東の機械：］：業の発展可能性を検
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討することにある（2）。

1．極東の機械工業の特徴

　極東の機械工業は急激な市場経済化の犠牲者となった。中央集権的な社会主義経済体制

の下で経済合理性をほとんど無視して配置された機械工業が、なし崩し的な市場経済の進

行の過程で、中央政府の支援がなくなれば崩壊していくのは当然のことである。極菓の工

業総生産高に占める機械工業のシェアは1990年には18．7％を占めていたものが、ソ連崩

壊後急速に低下し、1994年にはついに10．4％まで落ち込んだ（第1表）。1990年には、水

産加工を主体とする食品工業（工業総生産比は30．5％）に次いで重要であった機械工業も、

1994年になると食品、非鉄金属、電力、燃料に次いで5番目にランクされるほど衰退して

しまったのである。このことからも明らかなように、極東では採取産業への原料依存化傾

向がはるかに急ピッチで進んでいる。地域間経済関係の破綻、輸送費・燃料費の高騰、競

争力がないための販路の喪失によって、伝統的な地場の資源開発により多く依存するよう

になった。それらは、漁業に頼る食品加工であり、金、錫、ダイヤモンド採掘の非鉄金属

工業であり、寒冷地に電力・熱を供給する発電業であり、また電力や暖房用に石炭を供給

する燃料産業である。極東の産業は高度化に逆行しており、いわば、産業の原始化が進ん

でいる。工業生産の減少傾向は何も極東だけではなく、全国的にみられる傾向であり、極

東全体としてみれば必ずしも深刻な状況にないようにみえるが、問題は機械工業の集積地

帯であるハバロフスク地方で工業の減産がより顕著にあらわれていることである（第2

表）。沿海地方を除けば極東の他の地域はもともと機械工業が産業を支えるほど重要な意味

をもっていなかったから、減少傾向も大して問題にならないといえる。

　機械工業は、極東にしては交通が発達し、自然・気象環境も比較的良く、人口の多い南

（第1表）轟シア極東の機械工業の工業総生産高に占めるシェア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　％〉

1990 1994

極東全体 18．7 10．4

サハ共和團 3．8 1．4

沿海地方 23．7 13．9

ハバロフスク地方 33．8 15．5

アムール州 18．7 6．6

カムチャッカ州 8．4 10．ア

マガダン州 7．7 4．1

サハリン州 5．9 22．7

（注＞1994年のハバロフスク地方の数値にはユダヤ自治州を含まない。

　　同様にカムチャッカ州にはコリャク自治管区、マガダン州にはチュコ
　　ト自治管区を含まない。
（出所）Institut　Darnego　Vostoka　RAN，加♂’航γo∫’oなE々。η07，zガ惚s々。θ

　　　oわ。訂ぞ疵6，Khabarovsk，1995，　p．400．

　　　Goskomstat　Rossiiskoi　Federa亡sii，　！～o∬ガゴ曲ガ　∫’α々∫’ガ0／z6∫々π

　　　εε1zθ904”読，Moskva，1995，　pp．746－747．
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ハバロフスク地方および沿海地方における機械工業企業の動態分析

部のハバロフスク地方および沿海地方に集中している。機械工業の重要性が相対的に低下

した1995年においてさえ、極東の機械工業生産高の77．1％はこれら両地域で占められて

いるのである（第3表）。とくに、ハバロフスク地方では同年にそのシェアは49。3％を占め、

このことからもハバロフスク地方に機械工業企業が集積されていることがわかる。1990年

には工業総生産高の33、8％を生産して首位の座にあったハバロフスク地方の機械工業も、

1994年になると15．5％まで落ち込み、電力、燃料に次ぐ部門に転落してしまった。ハバロ

フスク地方の機械工業が急激な減産に陥り始めたのは1993年に入ってからであり、1994

年には前年比51％減、1995年にはさらに前年比42．8％減と工業全体の減産幅（それぞれ

41，7％減、23．2％減）を大きく上國るものとなった（3）。

（第2表）極東の地域別工業総生産の減少傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990需／0〔｝）

1991 1992 1993 1994

ロシア平均 92 75 65 51

極東平均 97 83 72 55

サバ共和国 98 78 75 75

ユダヤ自治州 95 71 47 33

チュコト自治管区 92 82 72 60

沿海地方 96 90 79 56

ハバロフスク地方 99 85 70 41

アムール州 94 77 72 55

カムチャッカ州 92 67 63 唾3

うち、コリャク自治管姿ζ 93 58 81 53

マガダン州 97 89 80 70

サハリン州 103 81 59 53

（出所）Goskomstat　Rossiiskoi　Federatsil，　Ross然履5’癬語61～θ5．

　　　々～惚論咽o伽漉，Moskva，ユ995，　pp．74王一738．

（第3表）環シァ極東地域の霊要経済指標（1995年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1995年価格10億ループノレ）

社会的総生産 国民所得 工業総生産 機械工業

極東合計 151，706．4 95，7！7．2 47，122．9 3，537．0

サバ共和国 26，176．0 15，811．0 10，829．0 156．0

ユダヤ自治州 2，816．0 工，485．0 519．3 155．3

チュコト自治管区 861．0 693．0
o　　●　　o ○　　●　　・

沿海地方 60，255．0 34，224．0 12，320．0 984．5

ハバロフスク地方 23，490．0 20，425．0 7，677．1 1，744．9

アムール州 12，342．7 6，788．5 3β50．0 100．0

カムチャッカ彌 12，562．5 7，663．1 4，230．0 308．3

コリャク自治管区 23娃．5 71．2 92．1
．　　．　　●

マガダン州 5，772．0 3，175．0 2，956．0 88．0

サハリン州 7，431．2 6，145．6 4，548．5
o　・　●

（出所）Ministerstvo　ekonomiki　RF，　Ministerstvo　truda　RF，　Mezhdunarodllaia　assotsia－

　　　tsila　et　a1，飽467π」’7¢磁’sθZωαガαヵ7ηgノ伽襯α8んoηo疵6ぬθsんogoガso厩α翫ogo

　　　3π2〃耀αDα1’η銀oV∂s’oん紹2励磁α♂’乞α照ヱ996－2005　goぬ，　Moskva，1996，　pp．189暖91．
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　ハバロフスク地方の機械工業の特徴は、重工業部門と軍産複合体とに集約されているこ

とであり、主力製造晶は、鋳造用技術設備、ディーゼル機器、ガスタービン、金属切削機

械、クレーン、ケーブル、穀物収穫用コンバイン、バッテリーおよび造船、航空機である。

第5表に示すように、1990～1994年間にはこれら主力製品が急激な減産を記録しているの

である。とくに、この時期に90％以上の減産を経験して、事実上操業停止状態にあったの

は、ディーゼル機器、鋳造機械、暖房用ボイラーであり、橋梁型クレーンやガスタービン、

暖房用ラジエター、ケ～ブル沼牛も深刻な減産に直面した。我々の現地企業調査によって

も、この事実が確認されている。第6表に示すように、暖房用ラジエターを製造する「ハ

バロフスク暖房機工場（Khabarovskii　zavod　otopitemogo　oborudova！通a）」の生産量は

1990～工994年間に77％減、ディーービル機器を製造する「ダリディーゼリ（DaPdlzeP）」の

それは67％滅、橋梁型クレーンを製造する「起重輸送機工場（Pod”emno－transportivnoe

mashinostroenie）」は71％減、ガスタービンを製造する「ダリエネルゴマシュ（Dal’ener－

gomash）」は56％減を記録しているのである。

　機械工業に働く就業者数（工業・生産要員）も減少した。しかし、減少率は減産率ほど

ではなく、依然として多くの余剰人員を抱え込んでおり企業の収益に悪影響を及ぼしてい

る。

　沿海地方の機械工業は、極東のなかではハバロフスク地方に次いで重要であり、軍産複

合体の集積地帯でもあることはハバロフスク地方と変わりない（4＞。ハバロフスク地方の機

械工業が重工業主体であるのに対し、沿海地方のそれは消費財の生産シェアが高いのが特

徴である。軍需晶以外の主力製品は冷蔵庫、ラジオ、洗濯機である（第4表）。沿海地方の

機械工業の減産はハバロフスク地方よりも1年早く、1992年から始まっており、工業全体

の落ち込みより高いテンポで減産が進行した。その結果、工業総生産高に占める機械工業

のシェアは1990年の23．7％から／994年には13．9％まで減少したのである。

（第4表）極東の主要機械工業製品生産高推移

197G 1980 1990 1991 1992 1993 ／994

工作機械 極東合計 1779 1837 839 863 736 786 384

（台） ハバロフスク地方 ユ584 1449 839 863 736 786 384

沿海地方 195 388 0 0 0 0 0

冷蔵庫 極東合計 94．9 157．／ 15／．5 148．6 65．4 106．8 23．2

（1000台目 ハバロフスク地方 0 0 0 0 0 0 2

沿海地方 94．9 ／57．1 151．5 148．6 65．4 104．8 23．2

洗濯機 極東合計 王68．4 152．6 19L8 20L9 ！01．2 106．9 26．2

（100胎） ハバロフスク地方 80．3 82 75．6 68．4 17．4 42．9 9．7

沿海地方 88．1 70．6 116．2 133．5 83．8 64 16．4

ラジオ 極東合計 327．6 415．6 362．2 260 109．4 54．5 37．8

（1000台） ハバロフスク地方 0 0 0 0 0．7 0 0

沿海地方 327．6 415．6 362．2 26G 108．7 54．5 37．8

テレビ ハバロフスク地方 0 0 0 0 0 0 ／3．5

（1000台）

（出所）GoskQmstat，乃η7η夕∫／z♂餌η05”／～o∫s然ん。ガF646磁腕，　Moskva，1995，　pp269－287．
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　　　　　　　　　ハバロフスク地方および沿海地方における機械工業企業の動態分析

（第5表）ハバqフスク地方における主要機械工業晶の生産動向

単位 1990 1991 1992 1993 1994 94／90

ガスタービン 1，000kW 129 128 139 ！里9 42 企6？．4

ディーービル機器 1，000馬力 19！ 179 161 107 ／8 禽go．6

金属切削機械 台 839 863 736 786 38ξ 企542
鍛造・プレス機械 台

｝ 幽一 245 ユ68 ξ2
o　●　　o

鍛造機械 台 636 680 13！ 39 30 《95。3

暖騰用ボイラー Mw 1β12．2 ／，483．7 392．0 47．／ 72．6 企94．5

暖連用ラジエター 1，0001くw 6畦8，4 643．7 564．5 331．5 216．2 盒76．7

橋梁型クレーン 台 799 572 538 229 97 《87．9

ガントリークレ～ン 台 1ユ2 125 103 81 45 《59．8

ケーブル製品（銅重量） 1，000t 33．4 33．6 19．1 21．4 1王．2 《66．5

裸線（銅重量） 1，000t 11．9 9．o 5．3 3．1 4．4 ＆63．0

遠距離逝信ケーブル km 6，080 2，3θ4 1，627 ユ，204 1，536 蹴74．7

都市用電話ケーブル k】η 3，920 3，885 2，871 3，9ユ彗 2，751 A29．8

（出所）　Khabarovsk｛i　kraevoi　kolnitet　gosudarstvennoi　statistiki，　S’ごzガ5猷6／zθsんガ89ノ～囎04ηノ々

　　　び　．1994goζ／～‘，1くhabarovsk，1995，　p．！66，

　　　　　　　　　（第6表）ロシア極東の機械工業企業の減産傾向　　　　（1ggO唄00）

所　　在　　地 1992 1993 ！994

キーロフ記念造船工場 ハバロフスク 100 80 50

ハバロフスク造船工場 ハバロフスク 85 75 60

ハバロフスク暖務機工場 ハバロフスク 60 33 23

「ダリエネルゴマシュ」 ハバロフスク 65 50 44

ハバロフスク工作機械工場 ハバロフスク 105 80 48

「ダリレムマシュ」 ハバロフスク 80 60 30

電気機械二四場 コムソモリスク・ナ・アムーレ 92 105 38

起重輸送機工場 コムソモリスク・ナ・アムーレ・ 72 38 29

ハバロフスク金属構造物工場 ハバロフスク 85 52 33

「ダリディーゼリ」 ハバロフスク ●　●　● ●　●　● 33

ゴーリキー記念ハバロフスク工場 ハバロフスク 1．00 70 30

「ダリエレクトロン」 ハバロフスク 70 9 5

アムールスク機械製作工」易 アムールスク 22 ユ7 1／

生繭合同「ヴィムペル」 アムールスク 68 43 37

極東生麗合岡「ヴォスホド」 アムールスク 84． 84 84

ウラジオストク船舶修理工場 ウラジオストク 119 154 74

「ダリセリマシュ」 ビロビジヤン 50 10 25

ビロビジヤン機械製作工場 ビロビジヤン 80 32 28

ナホトカ船舶修理工場 ナホトカ ！08 111 113

ウスリースク機関車修理工場 ウスリースク 103 102 90

「ロディナ」 ウスリースク 43 69 15

（出所）1995年2月および1995年6月のアンケート調査結果、注（2）。
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2．極東の軍産複合体の実態

　極東の機械工業といえば、軍産複合体（Voenno－promyshlelmyi　kompleks）とほぼ同義

語であり、この地域の機械工業は基本的には軍門複合体企業によって形成されている⑤。極

東の工業都市は自然発生約に生まれたのではない。この地域に強力な軍事力を保持するた

めに、モスクワが1930年置以降、人工的に重工業を中心とする三巴複合体の集積地域を形

成していったのである。軍産複合体が地域経済コンプレクスの主要な形成要素であり、軍

産三二体を核として周辺に関連生産企業が誕生し、また岡時に軍産複合体が社会・インフ

ラストラクチャーの建設の役目を担った。

　このようにして生まれた軍門複含体の集積都市は、沿海地方のアルセーニエフ市

（Arsen’ev）、ボリショイ・カーメニ市（BoPshoi　kamelの、ハバロフスク地方のコムソモ

リスク・ナ・アムーレ市（Komsomo1’sk－na－Amure）、ソヴェツカヤ・ガヴァニ市（Sovetskaia

gavan’）、アムールスク市（Amursk）およびエリバン地区（EPban）であったく6）。これら

の都市は軍門複合体の企業城下町であり、生産・社会インフラストラクチャー、地方財政

のほとんどすべてが軍事発注に依存していたのである。この他、ウラジオストクやハバロ

フスクのような大都市にも軍産複合体企業が誕生した。

　軍産複合体の企業は、上述のように極東南部のハバロフスク地方および沿海地方に集中

しており、地域発展の決定的な要素となり続けてきたが、極北では軍そのものが社会イン

フラストラクチャーの建設や機資材・生活物資の供給に貢献してきた。

　軍民転換実施前の極東地域の軍産複合体は、地域の工業生産全体からみれば、工業総生

産高の約10％、工業・生産要員数の13％、固定資本額の6％を占めており、これらは他の

漁業や非鉄金属工業のような代表的な専門化分野に匹敵するほど大きな規模である〔η。極

東地域の羅産複合体を構成するのは38企業であり、このうち4企業はいまだに未完工建設

状態にあるく8）。

　軍産複合体の規模二二が始まったのは事実上1989年目らのことである。当時、ハバロフ

スク地方および沿海地方では、軍需生産は機械工業製品の生産高の約3分の2を占めてい

た。瞬ソ連時代には軍産複合体の企業は、工業の国防関連の連邦三省に所属しており、極

東のそれらは造船工業省、航空機工業省、電子工業省および国防産業省に所属していた。

このことからも明らかなように、1989年蒔点で極東の軍産複合体企業の総生産高の90％

は、造船、船舷修理、航空機製造によって占められている。

　沿海地方の軍産複合体を構成する企業は1994年現在19企業あり、このうち民需品の生

産に特化している企業は6企業、軍需生産の民需転換に加わっている企業は13企業であ

る（9）。これらの企業の軍需生産としては、伝統的に造船、船舶修理が主体であり、舶用機械

をはじめとする器翼製作や航空機製造の企業も含まれている。これに対してハバロフスク

地方の軍門複合体企業は、1994年現在12企業であり、航空機製造や造船が主体であるllo）。

　極東地域の軍産複合体の特徴は、研究・開発部門が弱いことである。造船の基本設計は

主としてサンクト・ペテルブルグで行われ、極東にある設計研究所は補助的な役割を担っ

ているにすぎない。極東の軍産複合体には9つの科学・設計研究所と研究所の支部がある。
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なかでも、極東設計研究所「ボストークプロエクトベルフィ（Vostokproektverf’）」は、

ウラル山脈以東のシベリア・極東にあって、造船企業の改造・再装備のための設計書類を

作成する唯一の研究所である（n）。

　旧ソ連の晴代に潤沢な国家資金を背景に、高度の有資格労働者を集め、先端的な研究・

開発を行い、資材・機械の優先的配分を享受してきた軍産複合体は、軍事費の大幅削減と

それに伴う軍事物資の国家発注の減少によって危機に直面した。とくに、ソ連邦崩壊後の

旧ソ連構成共和国との生産関係が壊れたことは、ロシアの軍麗複合体の基盤を大きく揺る

がすこととなった（121。ロシア国内の伝統的な資材・機械補給システムも壊れた。その結果、

人工的に配置された軍産複合体を、中央からの支援のない状況下で、過去の大きさのまま

で維持し続けることは不可能であることが明らかになった。極東の軍船複合体が生き抜く

道は、軍民転換を進めるか、内外の市場を対象に国の支援を受けながら兵器をつくり続け

ていくかである。

　ロシアの軍産複合体の特徴は、企業が軍需品のみならず民需晶を製造していることにあ

り、旧ソ連の時代には、とくに耐久消費財の多くが軍人複合体の企業で製造されていたこ

とにある。例えば、ロシアの国産のテレビ、ミシン、カメラ、ビデオの100％、アルミニウ

ム圧延材の94％、計算機の95％、ディーゼル機器・ディーゼル発電機の88％、掃除機の

72％、チタン圧延材の71％、洗濯機の66％、オートバイの52％は軍営複合体で製造されて

いたのである（13）。とはいえ、重工業優先政策の下に軍産複合体の企業の資金、人材、機械・

資材はもっぱら軍需品生産部門に投入され、民需晶生産は工場の端に追いやられ、待乎間

に製造されていたのであった。そのために、ソ連が耐久消費財の生産分野で西側先進工業

諸国に決定的な遅れをとることとなったのである。

　ソ連が内外に向けて軍民転換の推進を表明したのは、1988年12月の国連総会における

ゴルバチョフ・ソ連共産党書記長細魚）の演説である。50万人の兵力を削減し、軍需産

業を圧縮させることでソ連経済の脱軍事化を明らかにしたことは、西側にとっては大いに

歓迎すべきことであった。しかしながら、その後の軍民転換計画は、主として資金不足の

ために遅々として進んでいない。とくに、1991年末のソ連邦崩壊、！992年から始まった価

格自由化、財政安定化のショックセラピー政策は伝統的に古い体質をもつ軍戸複合体を破

滅に追いやり、軍民転換の処方箋が機能しないまま、その生産活動を凍結させていったの

である。艦艇複合体の生産量は、1992～1995年の4年間にマイナス68．8％を記録し、この

うち民需品の生産高は58．7％減少したのに対し、軍需品のそれは83．3％も落ち込んだ（M）。

この傾向は1996年に入ってさらに加速されている。軍需品の減産が、短期間にこれほど急

激に進むとは想定されなかったにしても、国家財政による軍需費の大幅削減の方針がとら

れれば当然起こりうることであった。連邦政府の軍事予算による兵器・軍事技術の買い付

けのための支出額は、1990年の1，320億ドルから1995年には140億ドル、1996年には80

億ドルまで落ち込んだのであるα5）。

　このような軍需費の大幅削減と無産複合体の生産急減の傾向は、当然のことながら極東

地域にも波及した。極東地域の軍産複合体企業の生産量の落ち込みは1992～1994年の3年

間に60％であった。1993年からは民需品の生産減少が軍需品のそれを5～6％上回ってい
るα6）。
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　沿海地方の軍民転換企業の生産動向をみれぼ、！989年以降毎年減産を続けているが、第

8表にみるように、極度の不振に陥ったのは1993年に入ってからのことである。それまで

何とか減産を小幅にとどめてきた沿海地方の軍産複合体企業は1993年になって一挙に生

産量を落とした。しかも、二桁台の大幅なマイナス成長を記録している企業が多い。この

ような傾向は1994年にも持ち越され、…一層深刻になっている。第8表に示す1994年の数

値は実勢価格であるのでプラスに転じている企業があるが、この年のインフレ率を考慮す

（第7嚢）軍紀複合体企業の生産高に占める軍需品のシェア （車回％）

ユ990 199／ 1992 ig93　　　　1994

沿海地方

nバロフスク地方

Aムール州

68．9

V3．0

R3．9

51．4

U5．9

R／．！

43．〔｝

V8．0

X．0

62．0

c

56．5　　　　53．3

@　　　　　　　　71．8

@　　　　　　　　　0，1

（注）　各年現行価格による。本表の軍産複合体に入る企業数はアムール州3、沿海地方／8、う

　　ち5企業は民需品の生産を決定しなかった。ハバロフスク地方は15であり、うち1993年
　　には6企業が、1994年には7企業が軍需品を生産しなかった。
　　1993年からは軍需晶の調合は軍需発注をもつ企業のみ数えられている。
（出所）1nStitUt　Dar1蓬egO　VOStOka，　Dσ♂’ηガ　1／∂5’0ん　ROSεガ爵　Eた0卿ノフ2〃Z6Sん0θ　0ろθどアぞ短θ，

　　　K：habaroVsk，1995，　p280．

（第8表）沿海地方の軍民転換企業の生産動向 （対前年比　％）

／989 1990 1991 1993 1994

軍民転換企業合計 企0．5 盒9．6 A5．7 盒19．6 禽47，3

うち、

工場「イズムルド」 0．6 盃2．5 A18．4 禽67，3 80．0

㈱「ダリプリボール」 4．5 5．5 3．2 盒9．7 盒20．3

㈱「ダリザヴォー｝㍉ 15．0 8．1 7．1 血4．8 盒47．0

㈱Fヴォストチナヤ・ヴェルフィ」 企5．0 A6．8 4．2 ＆畦4．5 2．6倍

ウラジオストク企業㈱「エラ」 11．0 10．9 3．0 企20ユ 禽51．0

㈱太平洋企業「エラ（ボリショイ・カーメ闇市）」 3．0 282 80．0 A28．4 A17．6
二煮場「ラジオプリボール」 1．0 愈5，8 血7．7 廠9．5 60．0

工場「ズヴェズダ」 7．0 1．o 企8．6 A7．護 ぬ66．6

㈱「アスコリド」 8．0 9．5 9．8 A60．3 A65．1

株式会祉「ヴァリャグ」 6．0 7．0 ！5．婆 《！6．3 盒64．3

航空機製造会社「プログレス」 盒18．0 幽3L6 A37．3 盒0．3 盒44．1
工場「クラスヌイ・ヴィムペル」 一 13．1 90．5 愈20．8 40．0

生産合同「ストロイテル」 12．0 4．7 13．0 3．0 盒34．0

（注）／989…1993年は対比価格。／9蟹年は実勢価格。

（出置）1989－1991年はEV．グドコワ「ロシア極東地域の機械工業の現状」「ロシア東欧調査月

　　　報』！2月号、1994年、26頁。
　　　1993年は“Goskomstat　Rossii　Pri1ηorskoe　kraevoe　upravlenle　statistiki，”∫’認磁一

　　　6／～85燃伽〃θ’θン7～∬’㎎ガπ～ゐ0もψ7ηノフ邸12」θηアZy〃ゆノぞψガ忽既ρフη〃06勲S1～6／勲ん々0卿傑

　　　∫πz‘び06ηηogoヵ1’o々θ04∫勿αびエ993　go4zら”Viadivostok，1994，　p．6．

　　　1994年は“Goskomstat　Rossii　Primorskoe　kraevoe　upravlen｛e　statistiki，”∫’卿∫猷

　　　6176∫々ガガ∂ゴz〃醜がZ’㎎ゼフ励のψ7ηη郷〃6ηηJl耐力7ぞ吻が忽既P7ηθ04ガαs伽ぬ狛1zん侃麗匹

　　　5ガz600〔ヲηηogo／）7η島乏ノ（，4s’zノπ　εα　ガαπzノごz〆一4θ々θ67／1994　go6Zα，”　Vladivostolく，1995，　P．7．
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れば不振続きであることに変わりない。では、なぜこれほどまでに1993年以降不振に陥る

ようになったのだろうか。

　1990年以降、毎年減産を続け、！993～！994年間にも一層経営を深刻化させた企業は、工

場「イズムルド（lzumrud）j、公開型株式会社「ヴォストチナヤ・ヴェルフィ（Vostochnaia

verf）」、工場「ラジオプリボール（Radiopribor）」および「プログレスAAK（Progress）

（株式会社化される前の名称はサズィキン記念アルセーニエフ航空機製造企業（Arse11’evs－

koe　aviatsionnoe　predpriiatie　im．Sazykina））であった。この他、1993～1994年問に、

ウラジオストク企業「エラVAOOT（Era）」、工場「ズヴェズダ（Zvezda）」、株式会社「ア

スコリドAO（Askol’d）」は不振を極めた。1990年代に入って一貫して減産を続けている

「イズムルド」「ヴォストチナヤ・ヴェルフィ」「ラジオプリボール」および「プログレス」

にみられる共通の特徴は、軍民転換が進まないために生き残り策として軍需品の生産を維

持し、その結果、相対的に軍需品のシェアが高まったことにある（第9表）。「イズムルド」

工場は！994年には前年に比べて民需温1の電気ミキサー、照明三二および雲脂の生産量が大

きく落ち込み、軍需品のシェアが相対的に高まった。「ヴォストチナヤ・ヴェルフィ」はも

ともと軍需品の生産シェアが90％近くであり、軍民転換として船舶の内装技術を生かして

家具の製造に従事しているが、この分野の転換は進まず若干低下傾向にあるものの、1994

年現在なお76．8％の軍需品生産シェアを維持している。「ラジオプリボール」は民需晶とし

て極菓のラジオの全量を生産しているが、その生産量は1992年口約10万台から、1993年

には約5万5，000台、1994年には約2万台へと5分の！に減少している（’7）。その結果、軍

（第9表）沿海地方の軍民転換企業の軍需晶の生産シェア （†薄1婆謹上ヒ　　％）

／990 1991 ！992 1993 1994

軍罠転換企業合計 68．9 5L4 42．2 56．6 53．5

うち、

工場「イズムルド」
●　　o　　● 一 47．9 ／7．5 85．4

㈱「ダリプリボール」 57．7 44．4 24．6 35．5 50．6

㈱「ダリザヴォード」 60．1 38．6 17．5 28．7 37．4

㈱「ヴォストチナヤ・ヴェルフィ」 89．8 92．6 87．8 60．3 76．8

ウラジオストク企業㈱「エラ」 29．2 23．2 13．6 17．2 28．6

㈱太平洋企業「エラ（ボリショイ・カーメニ市）」 46．8 40．3 58．7 79．9 2L2
工場「ラジオプリボール」 68．7 53．3 33．4 62．7 87．6

工場「ズヴェズダ」 88．8 82．4 75．5 78．3 10．7

㈱「アスコリド」 57．5 42．1 14．6 6．6 10．3

株式会社「ヴァリャグ」 71．2 56．9 57．7 66．9 81．3

航空機製造会社「プログレス」 82．9 71．7 62．2 78．6 82．9

工場「クラスヌイ・ヴィムペル」 一 一
0．1 6．9 87．1

生産禽問ドストロイテル」 一 　 100．0 58．4 48．6

（出所）1990－1992年はE．V．グドコワ「ロシア極菓地域の機械工業の現状」『ロシア東欧調査月
　　　幸艮』　12月号、　1994年、　27頁。

　　　1993－1994年はGoskomstat　Rossii　Primorskoe　kraevoe　upravlenie　＄tatistilくi，
　　　S翅がS’ガ6加Sんガ伽‘JJ8’ε7？～Z’09ゴ7勧0砂ρπフη勢，SlzJ伽77y〃Zカ7ぞψ）漉α畝カフηθ04乞α∫／Z61Zゴ肋

　　　々。卿θ7＄ガz‘刀。θηηogoヵ7り々四〇4∫勿α駈癬z襯ノ”一40々盈フノ1994　go4α，　Vladivostok，1995，

　　　PP．7－8．
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需品のシェアは再び高まった。アルセーニエフ市にある航空機製造会社「プログレス」は、

航空機工場でありながら軍民転換二二として洗濯機、家具、子供用乗物を製造している。

これらの製品製造は1993～1994年には減産となっており、軍需品のシェアが高まってい

る。この工場は航空機の注文がないことから、操業停止の危機にあり、現在もっとも厳し

い環境にあるQ

　この他、軍民転換として電熱器を製造するウラジオストク企業「エラ」、家具製造の「ズ

ヴェズダ」、金物製品、照明二二を製造する「アスコリド」は民需品の生産が振るわず、相

対的に軍需品の生産シェアを高めている。

　このように軍民転換による民需品生産が不振を極めている背景には、国内市場での需要

が減退したからではなく、価格面、品質面あるいは納期の点で輸入品に対抗できなかった

という競争力の欠如の本質的な問題がある。

　ハバロフスクの軍産複合体の状況については、データに乏しく、実態を解明しにくい。

軍産複合体の不振は沿海地方と同じくするものであり、軍産複合体企業の1994年の生産高

は前年に比べて59％落ち込み、なかでも軍需品の生産は63．7％減を記録している（18）。この

数字からもハバロフスク地方においても軍産複合体がいかに不振であったかをみることが

できよう。

　ロシア全体でも極東地域でも軍民転換が進まない現実は、第7表に端的にあらわれてい

る。沿海地方では軍民転換の方針によって軍需品の生産シェアは低下を続け、1992年には

半分以下の43％まで圧縮されたが、1993～1994年は民需品の生産不振によって軍需品の生

産シェアは再び50％を上贋るようになった。沿海地方に比べてハバロフスク地方は二三複

合体企業における軍需品のシェアが例年高く、軍民転換もかなり遅れている。軍需品の生

産シェアは毎年60～70％台の高い水準にあり、この地方においても軍民転換はほとんど進

んでいないことが読み取れる。

　軍民転換の進捗状況をロシア全体でみれば、国防産業国家委員会傘下の軍産複合体の総

生産高に占める軍需晶の生産シェアは、！993年には3！％、1994年には約35％、1995年前

半には32％と生産構造に抜本的な変化が起こっていない1’9）。このことは全国レベルでも軍

民転換が掛け声倒れに終わっていることを示している。

　極東の軍記複合体企業が軍民転換で新たにどのような商品を製造し始めたのだろうか。

V．ソジノフ（V．Sozinov）は、軍民転換の成果は少ないとしながらも、沿海地方では「ズ

ヴェズダ」の小型冷凍船、「クラスヌイ・ヴィムペル」の民聞利用の各種銃、プログレス社

の「K－34」型ヘリコプター、「AN－74」型航空機をあげている（20）。

　軍民転換が進まない最大の原因は転換資金不足にあり、沿海地方の場合、1992～1995年

の軍民転換計画に基づいて、1992年には、1991年価格で総額70億3，700万ルーブル（9

億！，700万ドル）が必要であると見積もられた。しかし、1992～！994年間に連邦から実際

に振り向けられたのはわずか0．8％の5，430万ルーブルにすぎなかったのである（21）。しか

も優遇クレジットの形で軍民転換資金を借りているので、民需品の生産が軌道に乗らない

うちに返却しなくてはならない。瀕死の状況にある企業の生き残り策として、「ダリプリ

ボール」のV．チトコフ（Vladimir　Titkov）社長はウラジオストク市議会の経済委員会で、

「器具生産の幾つかの小規模企業を集めて企業合同（Ob”edinenie）を設立し、『ダリプリ
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ボール』の遊休設備を利用して製品を製造する。その際3年間税金を徴収しない。その結

果、1999年には予算収入を倍増させることができるし、850人以上の職場を確保できる」

ことを提案している（22）。このことは、資金が不足している上に、税金が非常に高いことを

物語っている。また、ダリザヴォード社のS・クチェレンコ（Sergei　K：ucherenko）は、

ヂ船舶修理を台湾で行うのは税金が安いからであり、修理費の他5億ルーブルの関税で済む

のに、『ダリザヴォード』のドックで修理すれば、20億ルーブルの付加価値税を払わなくて

はならない」と指摘している。ロシア極東地域は修理に必要な漁船や商船を山ほど抱えて

おり、軍産複合体の船舶修理工場を利用する潜在需要は、はかりしれないほど大きい。し

かし、実際には税金、舶用機械の搭載、船員の外国での買い物の機会等の理由で船船修理

工場の遊休設備を活用できないでいるのである。

　軍民転換のための投資は極東では実際にはないに等しい。「アムールマシュ（Amur－

mash）」はバスを製造しようとしたが、実験用の資金を見つけることができなかったし、「ス

プラフ（Splav）」では予定された軍民転換資金の100分の1しか得られなかった（23）。

　生産激減でロシアの軍産複合体は経鴬難に陥っており、その債務額は1993年の1兆

4，000億ルーブルから1994年には2兆！，000億ルーブル、1995年には5兆3，000億ルーブ

ルに膨れ上がっている闘。緊縮財政政策を取り続けるロシア政府に、軍民転換資金の増額

を期待することができない。その結果、生き残り策として1994年後半以降盛んに器われる

ようになったのは、武器輸出による軍産複合体の建て直し案である。ロシア政府決定No．

479によって、一定の制限のなかで兵器の生産者が独自に輸出できる権限が付与されたの

である。この結果、軍民転換政策は逆戻りする傾向にあり、輸出用兵器の生産増大をもた

らしている。ロシアの兵器輸出額は、1992年には23億ドルであったものが、1993年には

25億ドルとなった。「ロスヴォオルジェニエ（Rosvooruzhenieロシア兵器）」によれば、1994

年には34億ドルとなり、1995年にはすでに契約されているものだけでも50～60億ドルに

達するという（25）。ストックホルムの平和問題研究所（SIPRI）の報告書でも、ロシアの兵器

輸出の急増が指摘されており、世界市場でのロシアの兵器輸出シェアは1994年には4％で

あったが、1995年頃は17％まで拡大したと指摘している（26）。1995年に兵器輸出でもっとも

ドラスチックな変化が起きたのは極東である。1995年上半期にはロシアのほとんどの地域

で兵器輸出が増えたが、極東地域は前年同期比で6倍にもなったのである⑳。

　兵器輸出は果たしてロシアの軍産複合体を救うことになるのだろうか。かつての発展途

上諸国に対する援助的な性格の延長線上の問題として把握した場合、それなりの効果は期

待できよう。しかし、ロシアの軍産複合体は経済破綻のプロセスで技術的にも、人材的に

も、設備の点でも先端的な製造拠点としての環境をすっかり失ってしまった。単産複合体

が兵器生産を維持できるとすれば、伝統的な市場（例えば中国、インド）への細々とした

つながりだけであろう。市場経済化の流れのなかで軍産複合体が兵器生産を維持しようと

すれば、大型の設備投資を行い、新たな資材・機械供給のネットワークを構築しなくては

ならない。極東においては航空機の製造は極めて経済効率の低い部門であるといわざるを

得ない。
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3．輸送費・エネルギー費の高騰

　極東地域の機械工業が深刻な減産に陥った最大の要因として、鉄道料金の急上昇がしば

しば指摘されている。社会主義時代に公共部門である鉄道の国内運賃は政策的に極めて低

く抑えられており、極東の企業にとっては鉄道運賃はほとんど問題にならなかった。しか

し、！992年初の価格自由化によって鉄道料金も統制色を残しながらも、急激に上昇した。

『ロシアの運輸・通信』統計によれば、1991年12月から1994年12月までの時期に一一般利

用の輸送貨物料金は4，840倍に増大しており、この増加率は同時期の工業製品の生産者価

格の上昇率3，800倍を大きく上回っている（第10表）。このうち、鉄道料金は5，745倍に

なっており、より大幅な上昇となった。このように全国的にみても鉄道料金の上昇が企業

に大きな負担になっていることが読みとれる。ソ連時代の格安料金のことを考慮すれば、

企業に運賃負担がのしかかってきていることは明らかであろう。当然のことながら、極菓

地域のように原材料の供給や製品市場から遠い地域では、企業にとって輸送費はさらに重

圧となっている。沿海地方の貨物運賃は1991年12月～1994年12月に9，867倍にも跳ね

上がっており、ロシア全体の上昇率の倍を記録した。とくに、1992年12月から1993年12

月にかけて34．9倍も上昇しており、価格自由化の翌年にも沿海地方では大幅な上昇がみら

れた。なぜ、沿海地方だけがこれほどの上昇率となったのかはデータ不足で解明できない。

運賃タリフの設定はモスクワの運輸省が行っており、沿海地方が勝手に料金を設定できな

いし、沿海地方はハバロフスク市にある極東鉄道総局の管轄下にあり、したがって沿海地

方でもハバロフスク地方でも鉄道料金の上昇率は大きく変わらないはずである。おそらく、

（第鮒表）貨物運賃の上昇傾向 （対前年12月比倍率）

1991 1992 1993 1994 1995＊ 1991－1994

ロシア全体の貨物輸送 2．1 35．6 18．5 3．5
・　　●　　o

4，840．7

うち、鉄道 2．0 37．4 19．2 4．0
●　　o　　●

5，74鑑6

沿海地方の貨物輸送 1．9 49．6 34．9 3．0 1．7 9，866．9

ハバロフスク地方の貨物輸送 1．7 20．3 ／3．4 9．5 2．／ 喋，393

うち、鉄道 ／．7 21．7 ／3．7 9．6 2．1
485L8，

（注）＊上半期の数値。

（出所）ロシア全体の貨物輸送はGosl｛omstat　Rossii，7「フ瑚Sρ07百5〃～々ε’，　Moskva，1995，　p．207，

　　　沿海地方の1991－1993年の貨物輸送はGosko撚stat　Ross｛i　PKKGS，　P励zoフ3鰭々フ厩

　　　び1993goゴz‘，　Vladivostok，1994，　P74．

　　　沿海地方の1994－1995年の貨物輸送は働ηRoss〃，30　ianvar’1996．

　　　ハバロフスク地方の1991－1994年の対前年比倍率はGoskomstat　Rossi｛王くHK：GS，
　　　S’α爵漉舵∫々〃θ盈確047万々κ／zαろ召フη侭んガ々πzかび1994，Khabarovsk，1995，　p．／49．

　　　ハバロフスク地方の貨物輸送の1993年数値は／992年12月比で18，7倍である。Gos－
　　　ko盤stat　Rossii，／～ossお々磁Fθ幽撚勲ガ1’（醤～oアび∠）認瘤〃05’06／z7ぞogo　6勧zω航1zosんogo

　　　ηzガ。ηζ～び　1993go6κ，魏ioskva，1994，　P．72．

　　　ハバロフスク地方の貨物輸送の1995年数値はGoskomstat　Rossii　KHKKGS，∫o’s副’一
　　　照。－6々。η07フ密。ぬθs々08ρoJoε1z6ηガεκ1zα∂α7りz／5々ogoんフη1ごz　9召79959，　Khabarovsk，1996，　P。

　　　75．
　　　鉄道：貨牛勿輸送は7ビんooた6αη∫んα翔竃z尼ε読z　9，　fevrar　1996．
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太平洋岸に重要港をもつ沿海地方は、海上輸送が鉄道輸送に匹敵するほど大きいことから

この分野で大幅な上昇があったものとみられる。

　ハバロフスク地方の貨物運賃の上昇率はロシア全体よりも低いが、これを追いかける形

で上昇している。輸送手段の半分近くは鉄道輸送であり、鉄道運賃は、対前年比で

！99！～1994年聞に4，852倍と他の輸送手段よりも高い上昇率を記録している。この上昇率

がロシア全体の鉄道運賃よりも低いとはいえ、遠距離輸送のことを考えれば大きな負担に

なっていることに変わりない。

　企業レベルでは運賃がどれほど重荷になっているだろうか。アンケート・ヒヤリング調

査で生産原価に占める運賃の割合をみたのが第11表である。ヒヤリングでは原価要素を労

務費、減価償却費、材料費、輸送費およびその他の5項目に分類しており、材料費の内訳

の一部として燃料・エネルギー費を挙げている。調査は主としてインタビューで行ってお

り、緩簿上の厳格な数字を求めることは不可能であり、むしろアンケート解答者（企業上

層部）の即断に大きく左右されるので印象が述べられることも多く、精緻に欠ける嫌いが

ある。生産原価に占める運賃のシェアが年と共に高まる傾向のなかで、運賃のシェアが極

端に高い企業とまあまあ妥当とみられる企業に二分できる。18～25％もの高い企業は運賃

の上昇が製品製造に強い影響を与えていると実感している企業である。橋梁型クレーンお

よびガントリー・クレーンを製造するハバロフスク市の起重輸送機工場は、その生産シェ

アを1994年には1990年に比べて3分の2以上落としている企業であり、材料の90％を地

（第1墓表）ハバ日フスク地方および沿海地方の原価に占める運賃のシェア
（％）

1990 1993 1994

1．ハバロフスク造船工場 8．／ 8．2 8．5

2．ハバロフスク暖房機工場 5
，　　畢　　．

7

3．「ダリエネルゴマシュ」 2
o　　o　　．

4

4．ハバロフスク工作機械工場 0．5 1．5 3

5．ドダリレムマシュ」 1
●　　，　　o

4

6．電気機械工場 ●　o　畳 ●　●　o

2

7．起重輸送機工場 4
●　　●　　o

18

8．ハバロフスク金属構造物工場 13．7 30．1 25

9．ゴーリキー記念ハバロフスク工場 7 8 8

10．「ダリエレクトロン」 2 2 2

11．アムールスク機械製作工場 1！ 15 18

12．生産合同「ヴィムペル」 3．崔 1．9 1

13．極東生産合同「ヴォスホド」 ！0 6 4．5

14．ウラジオストク船舶修理工場 2 2 2

15．「ダリセリマシュ」 1 1 ！

16．ビロビジャン機械製作工」易 4．5 2．1 6．4

17．ナホトカ・ブリキ缶工場 0 0 0

18．ナホトカ船舶修理工場 17 25 25

19．ウスリースク機関車修理工場 1．0 0．6 0．2

20．「ロディナ」 8 6．5 8

（出所）1995年2月および1995年6月のアンケート調査結果、洗（2）。
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元のアムールスターリ（Amurstal’）製鋼所から購入している。部品・半製品の内野率は

！994年現在23％であり、65～70％をロシア国内の他企業、とくにウラジオストクおよびノ

ボシビルスクの工場から購入している。輸送距離は比較的近いが、材料の鋼材は量的にか

さばり、輸送費が膨らんで生産原価に占める輸送費の割合は年々増える傾向にあり、1994

年には！8％まで拡大している。主として住宅用パネル（金属構造物）を製造するハバロフ

スク金属構造物工場（Khabarovskii　zavod　metallicheskikh　konstrtlktsii）は、起重輸送

機工場と同じようにかつては鋼材の60％を地元のアムールスターリ（Amurstar）製鋼所か

ら購入していたが、価格上昇と必要な鋼材の種類が調達できなくなったことから、現在で

はウラル地域のニージニー・タギール（Nizhnii　Tagil）製鉄所、マグニトゴルスク

（Magnitogorsk）製鉄所およびりペック（Lipetsk）製鉄所から移入している。そのために

輸送距離が遠く、輸送費が生産原価の4分の1を占めるほどになっている。

　ナホトカ船舶修理工場（Nakhotkinsldi　sudoremol／t町i　zavod）は1GO％船舶修理に従

事しており、20カ所の極東の船舶修理工場のなかで唯一まともに稼働している工場であ

る働。機械、電気、鋳造、パイプ、船体修理、部品製造などの工場をもち、修理に必要な

鋳造品、部品をつくっている。鋳造品の内製率は100％、部品も70％と内製率が高い。こ

の工場では、熟練度の高い労働者の賃金水準が高く、生産原価に占める従業員の賃金の割

合が比較的高い。内製率が高いために、材料費が相対的に小さくなっているが、輸送費が

1994年には25％も占めており、鋳造品の輸送費がかさんでいるものとみられる。輸送費が

生産原価の18％を占めているアムールスク機械製作工場（Amurskii　mashinostroitePnyi

zavod）は特殊機械を製造しており、軍需品の生産シェアが半数を占める。鋳造品の内門門

は100％、部品の100％は極東域内から供給されており、なぜ、輸送費のシェアが高いのかわ

からない。

　以上の4企業を除けば生産原価に占める輸送費は10％以下にあり、このうち0～5％以

下の企業は11企業、5％以上10％以下の企業は5企業である。一般に、日本の機械工業企

業に比べて輸送費の生産原価に占める割合が高いといえよう。ただ、このような傾向がロ

シアでも極東にみられる独特のものであるかどうかは比較検討するデータがないので残念

ながら判断できない。

　燃料（石炭、ガス、石油製品）およびエネルギー（電力、熱、ガス、水力）の生産原価

に占める割合は、1992年初めの価格自由化にともなう統制価格の上昇で毎年高まってい

る。極東の機械工業の企業をみれば、1990年～1994年間にほとんどの企業でエネルギー・

コストの割合が上昇しており、しかもかなり顕著にみられる。極粟の企業の燃料・エネル

ギー消費が大きい理由として指摘できることは、第一にほとんどの設備が旧式で、老朽化

しており、電力消費が大きいこと、第二に鋳造品の内製率が高いこと、第三に寒冷地のた

めに暖房費がかさむこと、第四に自工場内に効率の悪いボイラーステーションをもつこと

が多く、建物も天井が高く、古いために熱効率が悪いということである。企業は資金不足

のために、これらの状況を改善させることができず、エネルギー価格の上昇を設備の更新

で吸収することができず、そのまま生産原価に占めるエネルギーの割合が高まる結果に

なっている。生産原価に占める燃料・エネルギー費の割合が20％を超えているのはゴーリ

キー記念ハバロフスク工場（Khabarovskii　zavod　im．　Gor’kogo）である。この工場は主
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として船船用ウインチ、クレーン、発電設備を製造しており、新造船の発注がない状況で

はこれら商品の注文がほとんどない。鋳造品の客臣率は97％と高く、この部門でのエネル

ギー消費が大きいとみられるが、このような企業はごく普通であり、なぜこの企業のエネ

ルギー消費が大きいのかこれだけでは説明できない。燃料・エネルギー費が生産原：価の

10％以上を占めていて、大きな負担になっている企業はウラジオストク船舶修理工場

（Vladivostokskii　sudoremontl／yi　zavod）、ビロビジャン機械製作工場（Birobidzhanskii

mashhlostroiternyi　zavod）、アムールスク機i械製作工場、ウラジオストク市の「ヴォスホ

ド」およびハバロフスク暖房機工場の5工場である。このうち、軍産複合体で特殊機械を

製造しているヴォスホドと鉄道車両牽引車を製造しているビロビジャン機械製作工場は鋳

造品を独自で生産していないが、燃料・エネルギー費の負担は大きい。これに対して残る

3企業の鍛造品は内々率100％であり、この部門での燃料・エネルギー消費がかなり高いも

のとみられる。

4．地域間経済関係の崩壊

　ロシアの極東地域とシベリア、ヨーロッパ部との間にどのような商品の動きがあるのか、

地域間経済関係を分析しようとすると、部分的なデータに頼るしかなく、この関係を明確

にさせる十分な統計が存在しない。そうしたなかで産業連関表と運輸に関する統計が全体

を把握する上で効果的であろう。前者は5年毎に作られ、1987年のものがもっとも新しい

ものである（291。後者によって物流の全体の流れを把握することは可能であるが、地域間の

詳細なデータは不足している（30）。

　産業連関表から明らかなことは、ロシア極東地域は、伝統的に域外からの移入が域外へ

の移出を上回っていることである（3D。極菓地域の移出が上欄っている、つまり移出入が黒

字になっている分野は、当然のことながら伝統的に極東で特化されている産業であり、そ

れらは非鉄金属、林業・木材加工・紙パルプ、漁業、建材である。逆に移入依存度の高い

のは、機械、軽工業、鉄鋼、化学であり、極東で産業基盤が脆弱な産業である。なかでも、

機械工業は1987年には移入額の3分の1強を占め、もっとも域外依存度の高い産業となっ

ている。極東域内の機械工業製品の約半分は移入に頼っており、！980年代後半には一貫し

て増大する傾向にあった（32）。

　このことは極東は域内機械需要の半分しか賄えないことを示しているが、問題はそのこ

とにあるのではなく、極東で需要のない機械を製造してわざわざ域外に供給しているとい

う事実にある。極東で製造される一般機械の80％までが域外に移出されている。なかでも、

金属切削機械の80％、起重・輸送設備の56％、ディーゼル機器・ディーゼル発電機の58％

がロシア・ヨーロッパ部に移出されているのである㈹。電気機械の約4％、金属切削機械

の約1％、ディーゼル機器・ディーゼル発電機の約15％が域内で消費されているにすぎな

い。

　上述のような製晶を製造するのはハバロフスク地方である。金属切削機械の最大メー

カーはハバロフスク工作機械工場（Khabarovskii　stallkostroite1’貸yi　zavod）であり、生

産量は199！～1994年間に半減している。V．レベディコ（V。1．Lebed’ko）副社長は支払い
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能力の低下が減産の最大の要因であると考えている。第！3表はハバロフスク地方の機械工

業品の移出入の傾向をみたものである。金属切削機械の移出量は1992～1994年には減少し

たが、1995年には再び拡大している。起重・輸送設備（起重機・橋梁型クレーン）を製造

しているのはハバロフスクの起重輸送機工場であり、この企業は移出に大きく依存してい

る。近年、これらの移出量は減少を続けてきたが、1995年には金属切削機械と同様大幅な

回復傾向がみられた。この企業の生産は1990年に比べれば30％まで減少したが、その理由

としてD．リャボブ（DRiabov）副社長も支払い能力の低下を指摘している。ディーゼル

機器・ディーゼル発電機を主として製造している大手は、「ダワディーゼリ」である。主と

して船舶用のディーゼルを製造するこのハバロフスク地方有数の機械メーカーは工場がほ

とんど停止するほどの不振に陥った。ディーゼル機器・ディーゼル発電機の移出量も1993

年以降激減したが、1995年には回復基調にある。このように、移出に依存する機械工業品

は概して1993年以降激減したが、1995年に入ると若干回復の兆しがみえてきている。

　「ダリエネルゴマシュ」はハバロフスク地方で最大規模の工場の一つであり、タービン、

コンプレッサー製造では著名な企業である。しかし、その生産量は！990年に比べれば半減

している。主力のタービンはもっぱら域外に供給されているが、1991年に2基を域外に、

！基をCISに供給して以来、全く製造されていない。コンプレッサーも伝統的に域外に市

場を形成しているが、その供給量はほとんどゼロとなった。会社は新製品の熱併給発電所

用およびガス工業用ポンプに期待を寄せており、その供給量は1993年から漸次増加してい

（第餐2表）ハバロフスク地方および沿海地方の原価に占める
　　　　　燃料・エネルギー費のシェア （％）

1990 1993 1994

1．ハバロフスク造船工場 6．1 6．6 7．8

2．ハバロフスク暖房機工場 3．3
o　　書　　●

10．0

3。「ダリエネルゴマシュ」 2．2 5．8 5．4

4．ハバロフスク工作機械工場 2．4 6．3 6．0

5．「ダリレムマシュ」 1．4 5．5 4．3

6．電気機械工場 3．7 2．8
o　　●　　●

7．起重輸送機工場 4．8 4．6 9．8

8．ハバロフスク金属構造物工場 1．5 1．7 圭．9

9．ゴーリキー記念ハバロフスク工場 11．7 25．2 24．7

10．「ダリエレクトロン」 1．6 4．3 2．2

11。アムールスク機械製作工場 7．8 10．5 1崔．3

12．生産合同「ヴィムペル」 2．5 3．9 6．6

13、極東生産舎同「ヴォスホド」 2．3 i3．2 10．3

ユ4．ウラジオストク船舶修理工場 8．6 27．9 18．7

／5．「ダリセリマシュ」 15．9 20．5 9．8

16．ビロビジャン機械製作工場 2．4 1畦．4 ！8．！

ユ7．ナホトカ・ブリキ缶工場 2．1 10．8 5．5

18．ナホトカ船舶修理工場 0．8 4．5 4．5

19．ウスリースク機関車修理工場 4．2 2．9 4．5

20．「ロディナ」 婆．5 5．8 5．2

（出所）1995年2月および1995年6月目アンケート調査結果、注（2）。
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ハバロフスク地方および沿海地方における機械工業企業の動態分析

（第13表）ハバロフスク地方の機械工業品の移出入動向

単　　位

正ggo 1991 1992 三993 1994 1995

移入 移出 移入 移出 移入 移出 移入 移轟 移入 移出 移入 移謝

トラック 奮 1，410 o 1，425
〔｝ 998 0 2，102 o 7｝2 G

．■■ o

乗職工 台 8，160 0 4，162 G 2，603 0 2，221 0 1，976 o
，．． o

バス 台 ・｛62 o 245 o 160 G 315 （1 444 0
．，，

1

自動走行クレーン 台 148 〔｝ 74 ⑪ 畦2 o 61 G 42 0
．．■ o

トロリ～バス 台 2 o o 〔〕 4 o 3 o G G 0

クレーン 台 9 G 27 o 2 〔〕 1 0 5 G
，．．

〔｝

橋梁型クレーン 台 37 787 17 572 4 523 9 174 2 116
9，．
161

糠穂 台 1，375 264 788 3圭7 263 o 264 20 59 1
，，， o

トラクター 台 1，17茎 0 485 0 364 o 429 o 152 0
，，， 0

ブルドーザー 台 31G 〔1 76 〔〕

圭59 0 217 o 19 o 〔｝

スクレーパー 台 50 G 6 〔〕 4 ｛〕 0 ｛1 o G 0

グレーダー 台 28 o 23 o 2圭 0 37 0 9 o
，，，

G

エクスカベータ 台 248 ｛） 173 G 196 0 327 〔1 75 0
．，．

o

キャタピラ型クレーン 台 12 0 17 o 4 G 3 o 0 〔〕

■■・ 0

機闘車 セクション 9｝ 0 o 0 0 o G （｝ G o 〔〕

220馬力操車用ディーゼル機1鐘紅 台 生玉 0 14 〔〕 5 0 5 o 2 （｝ o

貨車 台 o G 27 〔｝ 16 0 15 o 6 o
，．．

o

路ll縄軍車画 台 7 o 6 0 4 o 22 0 2 o
マ．昌 G

搾乳装置 台 204 ⑪ 54 o 68 G 15〔｝ 〔1 0 0
，9，

o

起重機 台 48 王G8 22 123 17 94 9 174 1 5〔〕
．，，

6〔〕

木材加工機械 台 332 〔〕 187 65 206 89・1 74 676 23 25 42

コンプレッサー 台 531 155 543 i79 424 聖4｛〕 ま80 王4 85 G 更

ディービル・ディーゼル発電機 台 317 641 158 594 134 638 166 334 219 81
マ．． 77

公共・都市用機械 台 254 o 184 （｝ 196 0 48 〔1 72 o
．，「

o

道路建設機械 台 139 o ｝22 o 1｝9 G 7G 〔｝ 47 ｛〕

，マ・ 0

自走タグボート　（海上用） 台 G 〔｝ 3 1 1 0 1 ‘｝ 2 〔〕 0

漁船 台 G o 2 5 1 7 8 玉4 ⇔ 5
・，， 4

自走タグボート　（河川用〉 台 o o 12 0 6 （1 13 0 21 G
「．． G

河川用タグボート 台 0 o 3 2 2 〔1 1 〔1 2 o
・．・ o

各種発電機 台 〔1 0 9，613 o 2，9至6 o 4，095 o 2，209 〔1

，昌， 0

鉱由用トロッコ 台 G o 234 o 董56 o 12 G 4〔｝ 0
，，， 0

ガントリ～クレーン 台 G o o 1〕 〔1 〔〕 ユ o 〔｝ o o

塔形クレーン 台 4壕 G 37 0 8 0 1 o o G
咀・・

（1

金属切削機 台 7畦5 774 275 86G 89 55王 177 418 34 245 531

鍛造プレス機械 台 237 0 138 o 82 22 43 164 14 10
「，，

8

蒸気・朝嵐用ボイラー 台 109 o 308 1，691 生G2 o 289 45 14 91
，，．
io9

湯沸かし用ボイラー 台 9 1，628 8 2，3θθ 4 567 エ2 o e o
「”

o

遠心ポンプ 台 57 G 2，306 29 96
｛〕

3，379 o 三、380 G 咀・■ 33

電力用変庇器 ｝，0〔〕GkW 5G7 7，526 387 5，673 lo4 〔｝ 489 〔1 226 o
雫「． G

蒸気・ガスタービン 台 1 7 1 23 ユ 17 o 7 0 7
■9，

4

各種リフト 台 265 （1 圭76 0 94 o 62 G 7 0
，．． 0

冷蔵装羅 セット 13エ G 610 o 36 o 253 o 5三G G o

電動フォークリフト 台 91 G 15 0 8 o 0 o o G
・，，

〔｝

自動車リフト 台 272 o ｝4 G 3 o 5 o 0 o
，．． G

牽引トラクター 台 711 0 497 o 64 G 162 0 3〔〕 0
P辱「

o

トラクタープラウ 台 252 o 20 o 5 o 53 G 12 0
■P，

0

トラクター耕転機 台 227 o i22 o 72 （1 89 6 56 o
．，． 0

施肥機 台 171 G 58 0 15 o 0 0 o o
，．． o

トラクター播種機 台 181 o 33 o 24 o 5 0 0 o
マ．昌

o

刈取り機 台 207 0 90 o 生5 G 90 0 90 0
■，，

o

各種コンバイン 台 12 3，271 15 2，979 7 3，198 11 o 22 0 ■■・ 0

落ち穂拾い装置 台 112 0 0 0 1 0 o o G o o

農業規フォークリフト 台 14玉 0 38 0 17 0 哩 o 46 0 ，■■ 0

（出所）Khabarovskii　kraevoi　komitet　gosudarstve1moi　statistiki，　po蜘。雇ρフη4z謝読

　　　　　溺α論加。∫ケ06η磁ヵ。κぬα伽π）〃sん07？％‘々7η廊‘，Khabarovsk，1996．6，5，　NQ．7－4－41．
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る（第14表）。

　一方、材料・部品については、極東の機械関運企業の約半数が鋳造品および鍛造晶の生

産設備をもっており、内一一が高い。現地調査を行って回答した企業！9企業のうち、鋳造

品を自社内で100％製造しているのは6企業であり、それらはアムールスク機械製作工場、

生産合同「ヴィムペル（Vympel）」、ウラジオストク船舶修理工場、ビロビジャン変圧器工

場（Birobidzhanskii　za、・od　silovyk厩r蹴s拓rmatorov）、ナホトカ土船修理工場およびウ

スリースク機関車修理工場（Ussuriiskii　lolくomotivoremont1ユyi　zavod）である（第15表）。

「ダリレムマシュ（Darremmash）」は1993年までは自社内に工場を持っていたが、閉鎖さ

れ、！994年からは域外に依存している。これらの生産体制は企業内で使われる製品を小規

模で製造することが多く、効率が低い。鋳造品製造に必要な原料は主としてウラル地域の

製鉄所から移入されている。極東にはコムソモリスク・ナ・アムーレ市にアムールスター

リ製鋼所が存在するだけであり、この製鋼所は普通鋼材の狭い範囲の構造材しか供給でき

（第14表）「ダリエネルゴマシュ」の製品の地域別供給量 （単位　台）

極東域内 域　　外 C亙S諸国

1991 1992 蔓993 里994 1995 199圭 1992 1993 1994 1995 王991 1992 1993 1994 1995

タービン

uローアー

Rンプレツサー

ﾁ費財

|ンプ

｝3｝56一 ｝2㎜49一 ｝　1｝2843 一3』2575 　2

P45

X3

W14

@…

　『

P60

W5

V95

@一

　一

U5

R3

V2G

Q6

　一

R2

@6
R97

Q05

　1

X0

T1

Q93

@一

　｝

U7

T9

Q9里

p

一3…62｝ 一2－14㎜

（出所）　「ダリエネルゴマシュ」におけるヒヤリング、1996年2月。

（第15表）極東の機械工業企業の鋳造品域外・域内依存率 （単位　％）

1990 1993 1994

　　　F　　　　　　　　　　F　　　　　　　　F

熏?率1域内1域外1その他
　　　　　幽　　　　　　　　　　1
燻l四：域内：域外：その他

　　　I　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　　F

熕ｻ率：域内1域外：その他
仁　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　r F 幽　　　　　　　　　　F E　　　　　　　　　　」

ハバロフスク暖勝機1二場 90 iGiGi 10
‘　　．　ワ

　　1　　　：
F…　　：…　　1 ，　，　・

90 ioi 10i 0
「ダリエネルゴマシュ」

o　・　　・

l　　　l　　　：

F●●●1’輯　1 ，　甲　” ，　　．　．

　　1　　　：
P’”　1●。’1

o　曹　・

30 ；20：
F　　：
50i 0

ハバロフスク工作機械工場

uダリレムマシュ」

40

P（lo

：36：241
P　　　：　　　：

F　0：　0：
●蔦 ill

i…ll　G l　　　l
C● � ’1∫

蓬o 1361
F　　　：

F　0

塾1i　　l：10〔｝：

00

起重輸送機工場 G i9　il｛〕i 〔｝ o igG：、loi 0 o i9　i 玉oi o

ハバロフスク金属構造物工場

Sーリキー記念ハバロフスク黒場

097 i60i40i：　3　1　0　： 00 G97

160：
奄R

　4〔｝：

奄盾

oG 097 ：60：

奄Ri
40i

盾

oG

「ダリエレクトロン」 〔〕 ioiGi 0 0 io ：　　　：P　0　：
〔｝ G

：　　　：

F　O　l Gi G

アムールスク機械製作工場 王00 i。iGi 0 1⑪o io ioi 0 100 ioi oi 0
生産合同「ヴィムペル」

ﾉ東璽胎1司「ヴォスホド」

1GO

@O

；GiGi：　（｝：　Gl oo 100

@0

：　o

奄盾

l　o　l：o｝ 〔10

王00

@〔〕

l　o｝

奄fi
〔月

k〕i

Oo

ウラジオストク船舶修理ユ下場 lGo
1　　　：　　　：
P　〔h　　O： G 王Go

l　　　l
F　（｝
：（｝i 0 ｝oo

：　　　：

戟@G　： oi 0

ビロビジヤン変艦謙揚 loo ioioi 0 lGO iol，oi o 1（｝o i　i oi o
「ダリセリマシュ」

rロビジヤン機械製作工場

iホトカ・ブリキ缶工場

GoO ：　o：　o　：
奄盾奄盾堰F　　　：　　　：：　o：　o：

000 GGO ：　〔｝

堰k〕

堰k〕

：　0：
奄盾堰F　　　：；　o　：

oGO 000 ：　0：
堰k）i

奄盾

oi
fioi

ooO

ナホトカ船舶修理工場

Eスリ～スク機関車修理工場

100

¥00
ioi。i
奄盾奄fi

Oo 100

P00

ioi
A。i

00 100

P0〔〕

io｝l　Gl；　　： oioi
00

「ロディナ」 0 1　01　Gl o 0 1　01 Ol 0 0 ：　G：
〔1

｝　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1 炉　　　　　　　　　　塗 l　　　　　　　　　　l

（出所＞1995年2月および1995年6月のアンケート調査結果、注（2）。
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ず、極東域内の機械工業の需要には適合しない。

　部品・半製品の製造を全面的に自社内で行っているのはウラジオストク船舶修理工場で

あり、軍産複合体のアムールスク機械製作工場および極東生産合同「ヴォスホド」は域内

の供給に全面的に依存している（第！6表）。ナホトカ船舶修理工場およびドダリレムマシュ」

は内包率が高いが、その他の企業は主として域外から部品・半製品を調達している。機械

工業は高度化すればそれだけ部品の種類が増え、極東のように機械工業の発達が未成熟で

あれば、その分域外からの調達が増えてくる。とくに、ハバロフスク地方では、機械工業

は使用する部品の種類が少ない重工業部門が主体であり、域外の依存度の高い割には域外

からの供給量は少ない。沿海地方の企業では内製率が高く、原料の一次加工から完成1贔の

製造まですべての工程を事実上自社内で行っている燭。

　材料・部品の供絵の典型的な例は「ダリエネルゴマシュ」であろう。機械部品は品嗣と

能力によって製造工場が寡占化されており、国産に依存する限り概して需要家の選択の余

地はない。旧ソ連の生産分業体制がまだ崩れていないからであり、支払い能力の低下によ

る需要の減退で伝統的な企業からの調達量を大仁に削減せざるをえなくなっているのであ

る。例えば、「ダリエネルゴマシュ」は1991年～1995年間にコンプレッサーに必要な電動

機や自動化装置のほとんどを購入できなくなった（第17表）。これに対して、鋼材や璽油

の供給源は多様であり、消費側の選択の余地が残されている。極東域内からの供給には限

界があり、ウラル地域の製鉄所や製油所から購入する場合が多い。

（第16表）極東の機械工業企業の部晶・半製品の域外・域内依存率　（単位　％）

1990 1993 199護

　　　　　　棲　　　　　　　　　昏　　　，

煦厲磨F域内1域外：その他
　　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

ﾀ製率1域内繊外：その他
　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

熏q率：域内：域外1その他
1　　　　　　　　　　駈　　　　　　　　　　と 1　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　1 l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

ハバロフスク暖房機工場
　　1　　　：　　　： 　　1　　　：　　　l

@　l　　　：　　　1・　　，　曹　　　．　，　・　　　　　　．　　o　・　　　　　　　　　o　，　・

　　1　　　：　　　l

「ダリエネルゴマシュ」

nバロフスクニ環乍機械工場

　　：　　　：　　　：
Q．　：．．．：．。．1　。．．
@　l　　　l　　　：’。’　：…　：…　1　一・ 糊｝編

「ダリレムマシュ」 　　：　　　：　　　：’甲●　：’”　：。’●：　●●’

起垂輸送機工場 8　；　0：441　48 23　1　⑪：62：　15 23　：201501　7
ハバロフスク金属構造物工場

nバロフスク電気機械エ場

Sーリキー記念ハバロフスク工場

uダリエレクトロン」

聡翻G｝oi8G；20 撃iiili1151G｝70i重5 ii鷲il｝910178i　3

アム～ルスク機械製｛乍工場

ﾒ産合同「ヴィスペル」

ﾉ東生産禽鍔「ヴォスホド

Eラジオストク船舶修理二i二場

rロビジヤン変圧器工場

uダリセリマシュ」

rロビジヤン機械製作工場

iホトカ・ブリキ無工場

iホトカ船舶修理工場

Eスリースク機関車工場

uロディナ」

oi10GioiO
盾奄盾奄P0。iO
Zi襯ii4。i5i55i4G

高撃奄堰@　　　　　　　：　　　　　：　　：40　：　6：541　0・いGi・。i・

oi圭。〔〕ioiG　　　　　　　　：　　1　　　　　：　0　；　〔月圭001　G

k〕ilooi〔｝i　O　　：　　　　　：　　　　　　　　↓1（10　：　G：　Ol　O

（出所）1995郊2月および1995年6月のアンケート調査結果、注（2）。
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（第17表）「ダリエネルゴマシュ』の材料・部品の主要供給源

供　給　者 場　　所 材料・細匡 製　　　　品 単位 199i年日給量 1995年供織1

．i二場“E眺Qr。ユ11a曲ユa” ウラン・ウデ 電動機 消費財 台 目15 鴇

ベノレミ碗試鋪＝“Pr〔》Vod” ルイシヴァ 電動機S「1’1） コンプレッサー、1蕪蹴 台 iτ9 3

｛二場“Gasav團1飢ikパ サラトフ 護働化装；灘£じ1’A 台 22
胃u

K｛1三£Lz ハリコフ（ウクライナ｝ ；li弼ヒう裂UKAS 電動機AI朕IA4 台 ：魏
…

NPαNZL” サンタi・ベテルブルグ 餌＝）ヒロ　　」鷹）≡＝口
e∫思ロrヨ’敷埋ロ1…

GPZ　N〔1．H ミンスク（ベラルーシ｝ ベアリング 溺費財 台 7ul） 361｝

MMK ノヴォクズネツク 鋼板、銑鉄 消費財、コンアレツサー、圧縮機 t 76⑪ 131

玉IMK チ．鴇リヤビンスク 鍋樗 　〃……h t 433 234

玉IMK カラガンダ〔カザフスタン） 鋼板 　〃一一 t 1，6ア3 326

Neゴteerg蝋ez オムスク ・舳 し

…「 一一

NPZ ウファ 1融 t 由動
645

Amしlrli融ash コムソモリスク・ナ・アムーレ 圭鑓品 t 879 167

機械幽欝二場 ユルガ・ユルギンス・ト 鍛造品 t 450

（出所）「ダリエネルゴマシュ」におけるヒヤリング、1996年2月。

おわりに

　極東の機械工業は、輸送費の高騰、市場関係の崩壊、軍産複合体の解体によって危機に

さらされている。果たして、今後極東の機械工業は復興できるのであろうか。問題の山積

している極東地域の機械工業をロシア政府および極東地域行政府はどのように立て直そう

としているのであろうか。その異体的な方向を探る手だてとして、1996年4月に採択され

た「1996～2005年における極東・ザバイカルの経済社会発展連邦目的別計画（通称、極東

長期発展プログラム）」をみてみよう（35＞。

　全体の発展プログラムのなかで、機械工業部門は機械工業全体と軍需生産の民需転換の

特別課題とから成り立っている。

　機械工業全般の課題としては、

1．機械工業製品の減産停止、生産活動の安定化および今後2～3年間の地域の機械エ業

　生産、とくに鍵となる部門の生産増加。

2．技術集約度が高くて、生態学的に安全で輸入代替の機械工業品および内外で競争力の

　ある生産の確保。

3．新たに導入された企業および軍民転換設備での新規職場創設によって、社会状況を安

　定化させ、機械工業企業の知的・労働潜在力を維持し効率的に利用すること。

4．機械工業企業の対外経済活動の拡大、とくにアジア・太平洋地域、がうたわれている。

　極東の機械工業の構造改革として、将来、器翼製作、エレクトロニクス、工作機械の3

分野の発展が重視され、農業や資源開発に必要な機械・設備の生産拡大を果たすことで、

遠距離からの機械工業品の移入を減らすことが議論されている。また、輸入代替として電

力用変圧器、小出力変圧器およびバッテリーの生産が方向づけられている。

　上述のような課題が実際に少しでも実現されれば、極東の機械工業が蘇生できるだろう。

問題はどのようにしてこのような課題を実践し、そのために必要な財源を確保していくか

である。なるほど、極東プログラムには資金配分の計画は盛り込まれているが、国家財政
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が遍迫し、企業は債務に喘ぎ、国民は生活苦に悩まされ、外国の投資を当てにしようにも

投資環境が悪すぎて外国企業は投資に慎重にならざるを得ないという八方塞がりのなか

で、プログラムの課題は結局のところ絵空事になりかねないのである。

　これを克服するには極東地域がもっている潜在力をいかに生かすかにかかっている。潜

在力を期待できるのは非鉄金属、エネルギー、水産といった分野の資源であり、アジア・

太平洋に近いという地政学的な条件である。一家の支援を全1而的に当てにしていたような、

かっての中央集権的な経済体質では、このような潜在力を効率的に機能させることができ

ない。資源開発に必要な資金調達の方法として外資導入が決定的な要素であり、そのため

の投資環境を整備する必要がある。極東地域がアジア・太平洋地域に隣接していることは

客観的にみて有利な条件ではあるが、それだけでは十分な条件ではない。極東の企業自身

がアジア・太平洋地域を有望な市場と判断して、積極的に自助努力していく必要がある。

これまでロシア極東の機械工業品の輸出はほとんどみるべきものがなく、1994年の輸出構

造を例にとれば、アムール州を例外としてすべての地域で1％をきっているのである（第

！8表）。アムール州が4．5％と若干高いのは中国向け輸出が多かったからである。このよう

なシェアは、機械工業品の輸出ではアジア・太平洋地域は輸出市場としてほとんど機能し

ていないことを示している。

　極東の機械工業の生産基盤は老朽化しており、他地域から供給される材料や部品も質的

に劣り、そこで製造されるほとんどの最終製品は国際競争力に勝ち抜くことができない。

ロシア国内では機械部品のモノカルチャーが依然として、色濃く残されているために、競

合製品を製造する環境がなく、これに依存している企業の製品は自ずと質的に限界がある。

これを克服するには国内に中小企業を養成して競争関係を創設していき、外国からの部類

輸入を拡大していくことが必要である。いま、極東の機械工業に必要なことはアジア・太

平洋地域を販路の対象として視野に入れながら、資源の開発とその加工度を高めることを

最優先させる産業政策をとって、人材、資金、機械・設備および技術を集中的に投入して

いくことである。

　極東の機械工業が解決しなくてはならないもうひとつの大きな問題は、軍需産業の民需

転換である。ロシア政府および極東の行政府は今後極東の軍産複合体をどのようにしよう

（第18表）1994年の極東地域の輸出構造 （番障疹ζ動ヒ　　％）

生きた動物 植伽詐 食料品 鉱物品 化学品・肥料 木材’・木．1：品 識維品 金属 機械 輪送手段 機器・二1：莫 家具 その他

ロシア全体

薰遠

3．8 1｝．4 ｛Lτ 33 14 6」 1．4 28．3 2．7 6．8 lL2 （L2 2」

サハ共和i蓬 o G 〔1 9L1 lL　2 1 o 4 〔L2 帽
〔｝ （1 3．4

ユダヤ回田1 ｛； 【1 〔1 1L4 ｛1．3 3．6 o 762 〔1．8 醒戸B．’ G 2 1｝，1

沿海地方 65．9 〔L9 4．8 4．7 5．2 13．7 o 1．7
〔｝ 2 〔｝ 玉

ハバロフスク地方 2．3 o 〔｝，3 16．8 ｛L1 7｛L3 （1 1〔｝ 0．2 ｛1 o 〔｝ o

アム司レ州 2．5 o．7 【｝．4 6．5 3」 36，．1 ｛Ll 27．5 4．5 13．3 o．｝ 開 3．1

カムチャツカ殉 91｝．7 （； 7．2 G．1
〔｝ 〔｝．3 〔1 0．4 o L2 1） 〔1 （1

マガダン州 74．8 ｛［ 2．5 〔1 2．9 02 G lo．8 ｛1，5 2．4 o o ｛1

サハリン娼 54．6 ｛1 4．6 ll．8 〔｝．1 27．5 〔｝ 〔L8 o 〔｝，4 〔1 o

（出所＞GQskomitet　Rossii＄kQi　Federatsii，∫7切η掘加θρ（ノ忽ε鷹μ吻アzω航1z召5んogoρoJo一

　　　ど1zθ競α7ぞg加oo　Rossガガs々。ガFθ4獺醸，　Moskva，1995，　p．287．
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としているのであろうか。その路線はやはり「極棄長期発展プログラム」に盛り込まれて

いる。この計画に一体化しているのはロシアの「1995－1997年の軍産複合体企業の軍民転

換計画」の一部を成すド極菓・ザバイカルの軍産複合体の軍民転換計画」である。極東・

ザバイカルの軍民転換計画には22の具体的な軍産複合体の軍民転換計画が盛り込まれて

おり、このうちハバロフスク地方および沿海地方の部分を示したのが第19表である。ここ

にはそれぞれの企業において、どのような民需品を製造し、どの程度の投資が必要になり、

どのような成果が期待できるか具体的に述べられている。民間航空機製造や造船・船舶修

理（商船・漁船）にみられるように、現有の軍産複合体の能力を活用した方向と技術集約

型でエコロジー面でも安全で輸入代替を実現できるエレクトロニクス産業をベースとした

医療器械、通信、家電製品、計器類の製造方向とが明示されている。現実の極東地域の軍

産複合体の実情とこの地域に求められている市場性を考えれば、この軍民転換計画は十分

に妥当性をもった計画であると評価できる。問題は実行能力にある。極東の軍産複合体の

将来は、連邦水準で考えられているのは適切な軍産複合体の能力を維持し、国家は軍事発

注によって物的・財政的源泉を保証し、兵器輸出を組織するという、軍事力の十分性を念

頭に入れた、むしろ軍事力強化の方針すら伺える内容である。また、連邦レベルでは優遇

クレジットと優遇税舗を適用させることがうたわれてはいるが、これらは過去において導

入され、ほとんど成果が得られなかったものである。地：方自治体水準では軍民転換施設へ

の地域補助金や地方税の優遇税制措置が、企業レベルでは民需生産企業との技術協力がう

たわれている。地方レベルでは財源に乏しく、ほとんど効果を期待できない。このような

政府の軍産複合体に対する姿勢は本質的に軍民転換にあるのではなく、軍需品も民需品も

製造する多様化（Diversifikatsiia）であり、抜本的な構造改革を考えているわけではない

のである。資金調達面で、ロシア財務省がIMF指導による緊縮的な財政政策をとっていれ

ば中央からの投資資金の配分が望むべくもない。したがって軍産複合体企業自らが投資を

促進できるような舗度上の方策が実施されなければならない。しかし、この問題には全く

深入りしていない。このような状況下で、むしろ、現実に軍民転換が進むであろうとみら

れるのはサハリン大陸棚石油・天然ガス開発に必要な機械・設備の軍産複合体での製造で

ある136｝。開発にあたっては主として外国投資によって、総額250億ドルの投資が見込まれ

ており、機資材の供給にはロシア企業を活用するローカル・コンテンツ（Local　contents）

が前提とされている。とくに、プロジェクトを監督するオブザーバー委員会には国防産業

国家呼野会議長が参加しており、石油・ガス掘削のためのプラットフォーム建造ではハバ

ロフスク地方の軍学複合体の参加が予定されているのである。このようなケースは、すで

に開発計画に着手しているので現実的であるといえる。

　しかし、第！9表のような軍民転換計画を実現させるには莫大な資金が必要であり、資金

の手だてのない計画は結局のところ気休めにすぎない。
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（第柏表）1995－19§7年の極東の軍需崖業の民需転換計画

実旛．1概の費用

企　　業　　名 脚万ルーブル 予定されている製品
連邦計爾の

’予定される戒果
コード番号

（95⊥1現在〉

㈱馳方）

1．：．｛二目「クラスヌイ・ヴィムベル」 s89．2 パン製造設備 8 ・バーン製造∫｝：｝最新高生雨雪｛㌫投｛幕の圭也方需要充足

（ボリンヨ．イ　・カーメニ1 ・21〔｝Oe台稼働溌】始4｛亘慧8，〔10〔1万ルーブル

・高い巨歪ヨ暇｝：阜…、擦還期隣員996｛i二

2．「． Dダリゾリボール」 121〔鵬＊ ・婁チ菜、果物、　有用醜物、海産物 8 。高効率技術の導入　（農業饗肩馬｝二王ニノゥハゥ）

（ウラジオストの ・1，95〔｝ 乾燥処理用灘彗 7 ・5万台稼働腿始318億4，5｛Xl万ルーブル

・家～彗：製品　（各毛貢電曳乱1貢ツト） 。順い猟収率償還簿｝闇1995年

・ロシアにはない節電タイプの消費1縁生慶

・2（1万鯛の稼｛動欝1始24G臆ルーブル

揃い匡：轍．率

3，　「．ダリザヴ君．一ド」 ｝，4782 輸送鉛・漁鞍｝の蜂理 2 ・海．．1：＝蓉1送のfi窪i睾〔｛／生陶．1：＝

（ウラジオストの ・灘脳の作業保証

・67f童玉，2〔浦フ∫ルーブノレの稼佳も1：贋始

4．「． 買@リャグ」 5，1脚 こ二：1窯タリフの写電気メーター 3 ・電力鎌国辱日岡の解淳乏を繍携した抜本的に新し

（ウラジオ．ストの 21鯛 （TSE68（171 6 い睡1産電気メーターの導入

2，1（1｛．｝ 電話機 ・11万台の稼｛勤1堪軽l1431きルーブル

（VARTA．．2QD ・高品質緬製品σ）品闇・｛｛：薄鐘量撞：大

・15フ∫台の稼謹口占聾｝82癒5，｛1〔10万1レーブノレ

・クレジット償還期1瑚1998｛｛三

5．1．．イズムルド1 14，7〔ll）＊ 電気メーター 7 ・新技1赫1蝦発によるセット製品・｝肖費財の≦1三産

（ウラジオストク） ボリプ【：」ピレン製容器 7 綴織

マイクロエレクト鴛ニクス技術に 7 ・224億ルーブルの稼働1瑚始

よる田川：4

6，　．太きiく洋．謳こ業　「エラ」 5，〔｝渕 医療器械 4 ・価並蔓に最新1：狂窺嚢｝討威を｛呆壽iEするための新．世代

（ボリショイ　・カーメニ．〉 治療・診断難｛ ポータブル治療・診断装撚1の創設

（IAK－1、　LAKR．．．9、　KVK．．．SA） ・235億ルーブルの稼暫毒1絹始

・199の職場の維持

7．「． Aスコリド」 ・し811G 家庭1…｝：｝水道メーター 7 ・1主宅i設講のセット製品の器臭生産翻．魏漬化

（アルセーニエフ） バス・キッチン・シ．ステム 7 ・241‘煮8，〔蛭X｝フ∫ノレーフ’ノレσ）稼｛動1痢酵：｝

・藷資．協要員の維｝寺

S．　航空機会髭．｛ニサズィキンll己念
一一

AN．．．7・巨甦飛τ二．臨機の．翼 ・翰．入代替剣突ξ幾技律1のセット製品倉1這斐につい

「熟1げレス」 てのプログラム完了

〔アルセーユエフ） ・12台の稼働開始9｛lf鞍4，80a万ノレーブル

・クレ．ジット償還期問199ア｛：｝三

9．航空機会琵「プログレス」 8，8〔｝o 洗｛撮機　（1）rim｛lrie一．14＞ 7 ・融目測｛li湖量財鮒擬への保証

（新計翻 1重」巳・分離機　（pCi．IELIくA） 7 ・技術的に複雑な消費財セット．製1弘の麟設

（アルセーニエフ） （洗濯機）
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（注一2）

（注一3）

（昌斗　｝貨）

連邦計画のコード番号は以下の分類である。
民r綴月ヨナ號ζと機技耕サ0）発展

ロシア艦隊の復興
燃料・エネルギー庄業用一偏．生焦窪の発展
乖斗．テ：酵三糸勺万1彗夕萱残妄季幾械（フ）i蝦テ悉と生ノ近

ロシアのエレクトロニクスの発辰
逓イ；一「・†1㌔妻k．F製斐。）ヴ各掻尋

3渉匠音プコ0）ある複4畦な家庭製1～ム生ノ建月」孝訴本オお．畢、　セッ　ト彗浸爵占およびij｛ヒノ置’i生牛ぴ殊、友看爵（～）盈三

匙孟ま。）発圧受

μ《莱、　珪鑑二．「）｝（1、　コ＝コロジー∫目言洋三き・ロ父侃言0）ため0），没㌻甫愈甘設

サブプログラムの二名称は新たな「1995…．一1997ノトの軍1紅L叢の民’而転換｝⊥｛家汁1［l」I」に

従って旨：入されている

※印は企業の済1’算による実施の価格

※※印の計画は、「1995－1997年の車ll，｝厘業の鍵，吉｝転撫1隊計画」の枠内で国家の融資

を予冗している．卜画のリストには合まれない。

Nlil／isterstvo　e1＜oBo難｝iki　RF，三＞linisterstvo　tエ層uda　RF，　Gosudarstvea鼓yi　kolぬitet　RF

po　promyshlel／noi　politike，八痩inls之ers毛vo　vneshΣ顧k蓑sviazei　RF’，1＞1ezhregiollar11ε註a

assotsiatsiia　‘‘Dar董｝ii　Vostok　i　Zal｝a｛kaI’e∴　」P1’θ97召ノπノ〃召　40忽偽1η乙ゾz720go　7．η9び～～〆勉

Dα／’7zしgo　　レb5’θ／・6♂　∫　1κ／～8’（ηη　ξαんκノ）～（〃～ガα　7zα∫召～ωzガα，　6～γ～沈々’ηzoゴ　カ〔～フ．’〔～∫’7〆。読ガ

6ん（，ηoη？～／〆　ガ　び。～ノ／（～‘／κ〃露α　ノ’㎎’ガ‘〃π！　〃　刃2カηび08　λ／∂ozガπ～5～び。　乙ゾz6ノぞど　δ”ηηy　∫1zガα！～々。－

77た／～ooん6α麗sた090　7P磐ガ。ηご～，！996．
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ハバロフスク地方および沿海地方における機械工業企業の動態分析

＊本稿は、文部省科学研究費補助金・国際学術研究「ロシアにおける地域社会の動態分析」

（研究代表者　北海道大学スラブ研究センター山村理人）による研究成果の一部である。

注一

1

2

3

4

5

6

本稿で対象とするロシア極東地域は経済地域区分による分類であり、サハ共和国（ヤ

クーチア）、マガダン州、チュコト霞治管区、カムチャッカ州、コリャク葭治管区、ハ

バロフスク地方、アムール州、ユダヤ自治州、沿海地方およびサハリン州の10連邦構

成体を含んでいる。分水嶺で区分する自然地理学の分類とはサハ共和国を含めるかど

うかで異なっている。

ハバロフスク市の機械工業を中心とする企業のアンケート調査は、文部省科学研究費

補助金・国際学術研究「ロシアにおける地域祉会の動態分析」の一環として行われた

ものである。アンケート・ヒヤリング調査にはロシア側からロシア科学アカデミー極

東支部経済研究所が、騰谷側からは山村理人教授、筆者および部分的に石川晃弘・中

央大学教授が参加している。本稿で取り上げているのは生産関係のみであり、この研

究プロジェクトは企業の管理・組織、企業内祉会関係、労働問題、財政・金融など多

岐にわたり、範囲もロシアおよび東欧を対象にしている。

ハバロフスク地方の面積は78万8，600km2、人【τiは1996年初現在157万3，600人で

あり、この地域でも人口滅少がみられ1995年には前年に比べて1万4，500人、0．9％

減少した。民族としてはロシア入が86．4％を占める。1995年の国内総生産に占める工

業総生産高のシェアは、68．8％であり、農業のそれは2．3％にすぎない（77〃～o読ε6〃¢s一

々‘磁忽α話‘～，9fevral’1996，　p，3）。工業以外の産業としてはハバロフスクがシベリア幹

線鉄道、航空路およびアムール川の河川輸送の拠点にあることから、運輸部門が重要

である。

沿海地方の面積は16万5，900km2。1996年宋現在の人口は226万／，000人で、前年に

比べて1万2，000人減少した。ロシア入の割合が86．9％と圧倒的に高い。沿海地方で

は伝統的に魚加工を中心とする食品工業が最重要産業であり、そのシェアは1990年の

42．9％から1994年には49．5％まで高まっている。

ロシアでいう出産複合体（Voenno－prom》・shlen町i　kompleks）は、軍と薫大軍事産業

との結びつきという意味合いよりも、軍事企業が軍需撮を生産すると共に民需晶をも

生産する形態をさす。軍民転換（Konversiia）とは、玉992年3月20旧に採択された「ロ

シア連邦軍民転換法」によれば、「国防およびその関連企業・合同・機関がその遊休化

される生産施設、科学技術ポテンシャルおよび労働資源を軍一事から民需へ部分的もし

くは恩金に方向転換すること」と定義されている。部分的転換でも軍民転換であるこ

とに注意したい。1992年の軍民転換法については、「ロシアの軍民転換法」『ロシア東

欧調査月報』6月号、／992年、74－80頁に全文が掲載されている。

沿海地方のアルセーニエフ市は1952年、ボリショイ・カーメニ市は1956年、ハバロ

フスク地方のコムソモリスク・ナ・アムーレ市は1932年、ソヴェツカヤ・ガヴァニ市

は1941年、アムールスク市は1973年、エリバン地区は1951年にそれぞれ形成された。
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Khabarovsl《，1995，　p．276．

翫4．，p．276は、極東の軍産複合体を構成する企業は32企業であると述べている。
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∫セ柳θん’勿∫）γガ脚7鴛々ρgoんフ伽αθz4∫Jo漉α肋ρθ磁／zo磁んり励z‘，　Moskva，1．994，　p．190．

旧ソ連時代に形成された軍産複合体の大部分はロシアに継承されたが、その数は

2，000を数え、このうち1，200は工場、700は研究所であった（八吻ωガ5珈磁8召g磁，

27iiUl／ia　1996，　p．4）o

A勉α廊加αゴα解z磁，27iiunia　1996，　p．4。ロシアは独自では軍需品を！8～20％しか生

産できない。

E々。η07フz漉αゴz雇2ガ，No．18，1992，　p．1．
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乃ガゴ．
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Khabarovsk，1995，　p．279．
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Goskomstat　Rossiiskoi　Federatsii，　Khaba1’ovskii　kraevoi　k．omitet　gosudarstven三｝oi

statistiki，　Soおゴα／’％o一召ん。πoηπ01z6∫ん06　／）0／091z6π庭　κぬαろαγozノ∫んαgo　んチπガα　2α　ガαπzノごz〆一

ゴθんα6〆1994g，　Khabarovsk，1995，　p．7．

EP．Amosenok，　V．A．Bazhanov，　LS．Veselaia，“Otraslevye　i　regional’nye　propor－tsii

konversii，”EKO，　NQ．2，1996，　p．30．

V．Sozinov，“Mashinostroenie　i　l1｝etalloobrabotka　v　Primorskom　krae：Situatsiia　i

perspektivy，”∫）γoろ」〃腱yエ）α♂’麗go　y∂∫’oんα，　No．2，1996，　p．27．

1）rimorskii　institut　perepodgotovki　量　povysheniia　kvaliflkatsii　kadrov　dlia

gosudarstvennykh　sluzhb，　Soなゴα」物。－6ん。ηoηzゴ6／zθsん。θ　ノηεzノ露ガ6　P7ガηzo欝々αgo　々ηz2α，

1！㎎ガ∫カ6ノ．笠≠）6んがzと｝ノ，Vla（墨ivostok，墨995，　P．29．

び伽Rossガ，3！mai　1996．

1聖儀stltut　DaPnego＼zostoka　RAN，∠）〃’フ？ガ殉s’oんRo∫∫ガ！E々碗。刀zガ6ゐ6∫ん060δozγ8フ¢～θ，

Khabarovsk，1995，　p．28！．

八一竃αびかsゴ”7αゴαgごzどθ忽，27iiunia　1996，　p．4．

1工，lpsits，“Problemy　Rossiis1くoi　konversii，”E々。フ・zoη溶♂，　No．1，1991，　p．20．
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　　「ロシア兵器Rosvooruzhenie」社はロシアの兵器輸出を担当する独占企業。政府決定

　　No．479で、他の兵器製造企業にも輸出権利が与えられた。

26　　κ077¢召フ／sα㍑’4αゴ砂，14iiUllia　1996．

27　EP．Amosellok，　V，ABazhanov，　LS．Veselaia，“Otraslevye　i　regionalhye　proportsfi

　　konversii，22κ0，　NO．2，1992，　P．32．

　　輸出急増の原因は、ハバロフスク地方のガガーリン記念航空機工場製の中国向けスホ

　　イ型航空機の輸出が増えたものと推定される。

28　ロシア東欧経済研究所報告書『ロシア極東の機械工業』（！995年3月、53－55頁）。企

　　業概要が紹介されている。

29望月喜市・永山貞則監修『ロシア極東経済総覧』東洋経済新報社、1994年、384－385

　　頁。

30　ロシアの鉄道部門は地域ごとに鉄道総局が設けられ、これらをモスクワが統括してい

　　る。極東にはハバロフスク市に極東鉄道総局があり、トゥインダ市にはバム鉄道総局、

　　イルクーツク市には菓シベリア鉄道総局がある（『北海道新聞』（1996．8．20）によ

　　れば、バム総局は輸送貨物不振のために閉鎖されることになった）。これらの総局は概

　　して極めて保守的であり、管轄下の輸送にしか責任を負わず、インタビューをしても

　　データを入手することはほとんど不可能である。すべてモスクワが把握しており、モ

　　スクワの司令で機能しているだけである。

31　hlstitut　ekonomiki　Dalhego　Vostoka，∠）〃フ痂　y∂s’oんR‘フεεガゴ，　Eた。πo伽漉θ∫々。召

　　o∂ozγθフ密8，　Khabarovsk，1995，　p．69．

32　　Zbガ6Z，　p．7！．

33E．V。グドコワ「ロシア極東地域における機械工業の現状と発展」『ロシア東欧調査月報』

　　1月号、1994年、！6頁。

34VSozinov，“Mashinostroellie　i　lneta1100brabotka　v　Primorskom　krae：Situatsiia　i

　　perspekt量vyノ’∫）フリゐZθ”z夕1）α♂’π6go　τ乙os’o々σ，1996，　No，2，　P．4．

351996年4月16日付けロシア連邦政府決定第480号，pp，86－89。極東長期発展プログラ

　　ムはロシア政府決定として承認され、4月23臼にはロシア大統領令第601号によって

　　大統領プログラムのステータスが与えられている。このプログラムの閉的は、ソ連解

　　体後国家の支援を失った極東が再興するために、中央政府、連邦構成体が相互に協力

　　しあつて計箇を実行することにあり、市場経済移行に伴って生じたマイナス職能をで

　　きるだけ緩和させ、極東のもっている潜在力を最大限活用することを狙っている。こ

　　のプログラムは極東のみならず、チタ州、ブリヤート共和国のいわゆるザバイカル地

　　域をも対象としており、これら地域の経済構造の改革、雇用および人Lコの定着、アジ

　　ア・太平洋諸国への参入を主要課題にしている。極東長期発展プログラムは、エリツィ

　　ン大統領が1996年4月末、北京への公式訪問の途中にハバロフスクに立ち寄ってプロ

　　グラムにサインしたことからも窺えるように、大統領選を前にして強い政治的な色彩

　　を帯びている。数百頁にもおよぶプログラムは、およそ実現不可能な極東地方行政府

　　から要望されたあらゆる要素が組み入れられた感すらする内容であり、これだけをみ

　　ても政治的な意図がみられる。
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361996年6月に二つのプロジェクト、すなわち「サハリン～b（日本の政府系企業

　　　SODECO、米国エクソン、ロシアの「ロスネフチ」および「サハリンモールネフチェ

　　　ガス」の出資、総投資額150億ドル）および「サハリン～2」（三井物産、三菱商事、

　　　米園マラソン、米團マグダーモット、オランダ・シェルの出資、総投資額100億ドル）

　　　が開発を進めることで契約を発効させた。契約条項に世界的な水準にあることを条件

　　　に、ロシアの團産品を最大限利用することがうたわれている（いわゆるローカル・コ

　　　ンテンツ〉。
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     and

lndustries

Primorsky
in Russia's

Krai
Khabarovsky Krai

                           Takashi MURAKAMI

     The machine industry in the Russian Far East was created in a unique environ-

ment. The Russian Far East had colonial characteristics since the early period of the

region's industrial developinent. It was a base for nonferrous metals, such as gold and

diamonds, and forest and fishery resources supplied to the central part of the 'former

Soviet Union. CI'he machine-butilding industry was created for repairing ixitachinery

used by the ixLining and fishery industries, as well as for inilitary purposes. Factories

of the military-industrial complex were concentrated in this region.

     Today, the machine industry in the Russian Far East is in a state of extreme

financial distress. The decrease in production in this branch in the Russian Far East

between 1991 and 1994 was much greater than the Russian average. More over, it was

by far bigger than the decrease in other key industrial sectors of the Russian Far East.

     TIie sluggishness of the inachine industry in the Russian Far East is attributable

to a number of factors Luaique to this region. One of the factors is that the role of

ia'iachine-building did not start in a natura} "ray. The industry was created prii'narily

for the purpose of defense of this frontier district.

     The second factor is that in the industry's production the proportion of muni-

tions is high. The big reduction in Russia's defense expenditure resulted in a shai"p

decrease in State orders for mutnitions on which the inachine-building industry ii'i the

Russian Far East depended heavily. II'his dealt a fatal blow to local industry.

     1['he third 'factor is that in the Soviet era the distribution of production capacity

was decided by Gosp]anin utter neglect oflocal economic structures and demand. As

a resu3t, raw materials needed by the inachinery industry are brought in from outside

the regioii, whHe finished products which do not meet regional needs are shipped out

of the Russian Far East.

     II'he fourth factor is the rise in proCIuction costs, including transportation, fuel

and labor. Given the estabHshed patterns of producers ancl consumers, involving

long-distance transport of raw materia}s and finished products, the sharp rise in

railway fares dealt a heavy blow to the industrial enterprises in the Far East.

Consumption of energy in the cold region is great, and the cost of labor in the

hinterland is laigh.

     The machinery industry is concentrated in the Khabarovsky I<rai and the

I'rimorsky Krai where the transportation network is relatively well developed for the

Far East, the natural and meteorological environment is relatively favorable, and the
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population is concentrated. Even in 1995, wheR the iiT}portance of the machinery

industry sagged relativeEy, 77.l% of the machinery production in the Far East was in

the Khabarovsky Ki-ai and the Primorsky Krai. In particular, Khabarovsky's share of

machinery production in 1995 was as high as 49.3%. This is evidence that machine

manufacturers are concentrated in the Khabarovsky Krai. It was aftey the start of

l993 that the production of the machine industry in the Khabarovsky Krai began to

decrease sharply. In 1994, it decreased by as much as 51% compared with the

preceding year and by 42.8% in l995 (from the preceding yearis level). The decreases

were much greater than the entire industry's decreases of 41.7% and 23.2%, respective-

ly. One of the outstanding characteristics ofthe machine industry in the Khabarovsky

Krai is that machine manufacturers are concentrated in the heavy industry sector and

in the military-industrial complex. Principal products are technical engineering facil-

ities to produce forged products, diesel machines and apparatuses, gas turbines, metal

cutting machines, cranes, cables, crop harvesting combines, batteries, ships and air-

craft.

     In the Russian Far East, the machine industry in the Primorsky Krai is second

after that in the Khabarovsky Krai. The machine industry in the lvlaritime Province,

like that in the Khabarovsky Krai, is supported by the military-industrial complex. A

major difference is that wliereas tlie machine industry in the Khabarovsky Krai

consists mainly of heavy-industry, the share of consumer goods produtctioi'i of the

machine industry in the rvlaritime Province is great.

     The machine industry in the Russian Far East is alniost synonymous with the

military-industrial complex, and the Machine industry in this region consists basically

of military enterprises. Before the transfer of the munitions industry to the civil

sector, military-industrial complex enterprises in the Far East accounted for about

10% of the gross industrial production of the region, l3% of the industrial workforce,

and 6% of the fixed capital of all industries in the region. The military-industrial

complex was comparable in scale to such Ieading specialized industries as fisheries and

nonferrousmetals. Themilitary-industrialcomplexintheRussianFarEastconsisted

of 38 enterprises, of which four have their piants stM unfjnished. Scaling down of the

military-industrial complex actually began in 1989. Around that time, munitions

production in the Khabarovsky Krai and the Primorsky Krai accounted for about

two-thirds of the machinery industrial production. As of 1989, 90% of the total

production of the military-industrial complex in the Russian Far East consisted of

building of ships, their repair and manufacture of aircraft.

     A characteristic of the military-industrial complex in the Far East is that it is

weak in the research and development sector. Basic designing of ships is done

priinarily in St.Petersburg, and the design research institute in the Far East plays only

a supplementary role.
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     In the course of the Russian economy's shift to the market, conversion of the

munitions industry to a civilian industry was one of the important policies of the

Russian Government. What products did the civilian industry begin to produce in the

Far East? The results from the industrial switchover were few. Small refrigeration

ships, various types of guns for public use, "K-34" helicopters and "AN-74" aircraft

are manufactured in the Primorsky Krai. The slight progress made in the industry

switchover is attributable to the shortage of funds. In 1992, in the case of the

Primorsky Krai, a total of 7,037 billion rubles (917 million dollars) of 1991 prices was

said to be required, according to the 1992-1995 industry switchover plan. However,

only 54.3 million rtibles, amounting to only O.8% of the amount considered necessary,

was allocated to the Primorsky Krai by the Federal Government. The switchover

investment is virtually zero in the Far East.

     The rapid rise in railway fares is often cited as the prime factor in causing the

machine and metal processing industries in the Far East to suffer serious production

decreases. During the Socialist period, domestic fares of the railways were held at an

extremely low level by Government policy. Accordingly, railway fares did not consti-

tute a problem for enterprises in the Far East. As a result of the liberalization of

prices in early 1992, however, railway fairs, though still somewhat regulated, sl<yrock-

eted. According to "Russian Transport and Telecommunications Statistics" (1995,

Moscow, p. 207), railway fares and 'freight charges for the public rose 4,840 times

during the period between December 1991 and December 1994, which was greater than

the average rise in the producer's prices of industrial products (they rose 3,800 times).

Railway fares, in particular, rose 5,745 times, much greater than the rise in the

producer's prices of industrial products. As a matter of fact, in the Far East, which

is located far from the supply sources of raw materials and consumer markets,

transportation costs weigh all the more heavily on the enterprises.

    The machine industry in the Far East is threatened with crises as a result of

skyrocketing transportation costs, the loss of customers and the dissolution of the

military-industrial complex. Vscrill the machine industry in the Far East be able to

make a comeback? "The Development Program of the Russian Far East and Trans

Baikal Region in 1996-2005" (popularly called the Far East Long-Term Development

Plan) adopted in April 1996, outlines the following goals:

1. Stop the production decrease of the machine industry, stabilize production activ-

   ities and increase production of the industry in the region for the next two or three

   years, particularly the production of l<ey sectors.

2. Ensure production of machine industry products that are highly technology-

   intensive and ecologically safe, can be substituted for imports from other regions,

   and have a strong competitive edge both in and outside the country.
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3. Stabilize the social situation by creating employment at newly established enter-

   prises and munitions-turned civll industrial facilities, maintain the kno"fhow and

   labor poteRtial o'f machine manufacturing enterprlses and utilize them effective}y.

<l･. Extend the econoniic actixiities of machine manufactttring enterprises outside the

   c()tmtry, especiaily to the Asia-I'acific region.

      As regards structural reform oi the machine iRdustry in the Far East, impor-

tance is placed on the future deve}opment of the manufacture of apparatuses and

equ{pment, e{ectronics, aRcl machine tools. Moreover, e'fforts should be macle to

reduce imports of machine products from remote areas by expanding production of

machine and facilities necessary for agriculture and development of resources.

iNaoreover, power trai3sformers, smal} output transformers and batteries should be

produced to replace imports.

     If the above-me"tioned objectives are attained even in a small way, the machine

indusk-y in the Far East wi}I be resuscitated. The problem is how to attain these

objectives and procu!'e necessary financial resources. This depeRds oR how well the

Far East's poteiitial can be yeaiized. Expectatlons can be placed on the resources in

sectors Iil<e nonferrous metals, energy, and fisheries as well as the geopolitical factor

that the Far East borders on the Asia and Pacific Region. Tlae former centralized

economic system dependent enLLirely on State financial support could not realize the

region's potential effectively. The introduction of foreign capital is essentia} for

procuring 'funds necessary for developing resources. In order to introduce foreign

capital, it is essential to improve the investment environment. XEJhat the machine

industry in the Far East needs today is an industrial policy that attaches top priority

to the development of resources in the Far East and to raising the degree of processing

of these resources, with Asia and Pacific region in mind as a major outlet 'for its

products, and that coRcentrates human resources, funds, machinery, facilities and

technoiogies in the development and processing of resources.

     Anotlier big prob}em that the machine indusb'y in the Far East must solve is the

coRve!"sion of the munitions industry to civiliaR production, Wrhat do the Russian

Goveynment alld local governments of the Far East want to do with the military-

industrial complex in the Far East hereafter? Some indication is given in the "Long-

Term Far East Development Program." Integrated in this program is the "Plan to

Convert the Military-Industrial Complexes in the Far East and Traus Baikal Region

into Civilian Industries,'' part of Russia's "1995-1997 P}an to convert the Military-

industrial complexes into Civil Industries." The plan to convert military-industrial

factories in the Far East and Trans Baikai Region jnto civiHan industries embodies

planstoconvert22specificmilitary-industrialfactoriesintocivilianindustries. These

plans describe in detail what products each enterprise should manufacture, the size of
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investment each enterprise will need, and what results can be anticipated. They cite

as possible products to be manufactured those prodticts which mal<e best use of the

capabilities possessed by the military-industrial coinplexes: civil aircraft, ships and

ship repair (both commercial vessels and fishing boats); medical apparatuses and

instruments; and telecomiaaunications equipinent, coltsumer electronics and measuring

iiistruments to be manufactured by the electronics industry, which shc)uld be able to

produce technology-intensive and ecologically safe products to replace imports from

outside the Russian Far East. Considering tlae actual condition of the military-

industrial comp]ex in tbe Far ,IE)ast and the niarket features required by thjs region, this

industry conversion plan can be evaluated as appropriate. The problem is the ability

to implement it. On the regional Ievel, little effect caii be expected f()rm this plan due

to the shortage of financial resoutrces. Institutional measures to enable military-

inclustrial enterprises themselves to promote investment must be implemented. The

area where the conversion of the iiiiiunitions industry iiito civilian ii'idustry is expected

to mal<e progress is the mamifacture of machinery and ectuipment needed 'f()r the

development of petro}eum and natural gas resources in the Continental Shelf off

Sakhalin. Investments totaliiag $27 billion, of which the majority are from foreign

sources, are expected to be forthcoming to develop the oil and gas resources in the

Continental Shel'f. ``Local Content'' which makes it mandatory to utilize Russian

enterprises to supply machinery and equipment needed for the development is a

prerequisite. In particular, the Chairman of the National Committee of Defence

Industry is a member of the Observer Committee which supervises this Continental

Shelf resources development project, and the military-industrial complex in the

Khabarovsky Krai is scheduled to construct platforms for drilling petroleum and

natural gas reserves. Development cases lil<e this are quite realistic, ancl already

underway.

- 179 -


